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　完全に偶ぐう然ぜんだった。

　だれからも期待されていなかった。

　自然に生まれてくる者でも、人工的に産み出された者でも、生物であれば誰だれかがその子のことを見ている。多くの場合は歓かん迎げいされ、ごく少数の例外は忌いみ嫌きらわれる。それでも、生まれた瞬しゆん間かんには注目を受けている。

　しかし、その少女は例外だった。

「検査の結果、人間と判明しています。しかし、過去のデータログが存在しません」

　人造人間の秘書が告げた。

　高層ビルのフロアすべてを占しめる執しつ務む室しつ。その一角に置かれたデスクを指で苛いら立だたしく叩たたきつつ、メギス神の司祭である白しら石いし昭しよう二じは顔をしかめた。

　若い頃ころの無む茶ちやを想像させる、妙みように鋭するどい目の持ち主である。彼かれは『コンスタン魔ま術じゆつ学院』生徒会長であるリリィ白しら石いしの父だ。娘むすめの性格からうかがい知れる通り、昭二のやんちゃぶりは中年を超こえた年ねん齢れいになっても健在であり、司祭たちの間では鉄てつ砲ぽう玉だまだの火薬庫だのと言われている。

　昭二が仕えるメギス神は、文化、芸術、教育の神であり、世間一いつ般ぱんには昭二のそれとはほど遠い穏おだやかなイメージで見られている。神しん殿でんはこの高層ビルでなく、美術品に囲まれた文化的な雰ふん囲い気きの建物の中にある。昭二はいわば裏方であるが、それだけに司祭の中では地位が高かった。教育分野を任されている高官の位置に彼はいる。

「なぜウチの宗派で扱あつかわなくちゃならんのだ？」

　昭二は聞いた。が、その理由を彼自身、よく知ってもいた。秘書はその予想通りの言葉を返してくる。

「戸こ籍せきがない者は、不法入国者のはずですが、その少女は、どういうわけか、メギス神の洗礼を受けていたからです」

「それなのに、過去のデータログがないんだな」

　この帝てい国こくにおいて、人間は生まれてすぐに神の洗礼を受ける。そして、神は、その者の行動データをすべて記録する。そして、その行動が正しければ、見返りに魔術の使用という恩おん恵けいを与あたえる。それが帝国政府が人民に与える社会サービスだ。

　もちろん、戸籍はそれとは別に管理されている。外国人の登録も神々とは別のシステムで運営されている。洗礼を拒きよ否ひする者もいるし、外国人はもちろん洗礼を受けていない。

　その少女は、つい最近起こった魔ま王おう戦争の跡あと地ちに一人で立っていたという。

　保護した騎き士しの言うことには、彼かの女じよは言葉をしゃべり、自分が何者かもわかっていたが、この土地についての知識はほとんど無いようだったとのことだ。

「しかし、彼女がそこに立っていた時からのログは存在します」

　秘書は淡たん々たんと告げた。

「それじゃあ、彼女は天から降ふってきた天使だ、とでも？」

　皮肉っぽく昭二は言ったが、秘書はうなずいた。

「そうかもしれません」

「ありがたいね。救われた気分だ。わが宗派を選んでいただいて」

「冗じよう談だんはともかく、処しよ遇ぐうを決定してくださいませんと」

　秘書は冷たく言った。

　けっ、と昭二は吐はき捨すてた。

「処遇なんて決まってる。外国人として扱うしかあるまい。モゥファの奴やつらには連れん絡らくしてあるんだろうな？」

「登録をお願いしてあります。合衆国からやってきた留学生ということに」

　モゥファ神は、異文化交流と交こう渉しようの神である。

「そうか。それなら、後はウチの娘にでも任せるさ」

　昭二は椅い子すに座すわり直なおし、背もたれを揺ゆらした。

「娘さん、学院の生徒会長さんでしたね」

　秘書の言葉に昭二は、不満げに、しかしにやけつつ、うなずく。

「そうだ。困ったことばかりしでかすがね。先だっての小こ競ぜり合あいでも内閣府の奴らとやり合ったそうだ」

「お元気でなによりです。しかし、大だい丈じよう夫ぶでしょうか？　この少女のことは、どういうわけか黒魔ま術じゆつ師したちも狙ねらっているようです。彼女のデータを参照しようとするアクセスが複数件ありました」

「噂うわさが漏もれるのが早いな。データログ改かい竄ざんをした者がいると噂になったんだろう。彼女が狙われることもあるだろうが、調査も監かん視しも娘に任せるよ」

　昭二はデスクの上にマナスクリーンを表示し、そこにその少女の顔写真とプロフィールを映す。

　ケーナ・ドロンズ。それが彼女の名だ。

「娘さんを信用しないわけではないですが、大丈夫でしょうか？　こちらで保護するべきでは？」

　秘書にそう言われた昭二は、苛いら立だちを隠かくさぬ表情で腕うでを組んだ。

「学院にしか手がかりがないんだから仕方あるまい。しかし、どうして彼女はコンスタン魔術学院の生徒の記き憶おくなんぞを持っているんだ？」







１　デートで大混乱







「海外からの特待生です。仲良くしてくださいね……」

　困ったように言ったのは、このクラスの担任、鳥とり井い美み津つ子こ先生だった。背が高くて癖くせっ毛で丸眼鏡、気さくな印象の女性だが、困った表情をしているのは、この一年Ａ組が、問題生徒を抱かかえているからであって、そこにさらに妙な生徒が加わるのか、という、あきらめにも似た感覚に襲おそわれていたからだ。

　問題生徒の名は、紗さ伊い阿あ九く斗と。このクラスの一番後ろの席に座っている目つきの悪い少年である。絵に描かいたような美形であるが、生まれつき切れ者の悪人風顔立ちをしており、その顔立ち故ゆえに誤解されることも多いが、問題はそんなところにはない。彼は外れたことのない予言により、将来は魔ま王おうになると宣告された男であり、現に一度は魔王になってしまっている。もっとも、紆う余よ曲きよく折せつあって、今はまた魔王候補の少年に戻もどっているわけだが、クラスメイトたちにとっては、細かいことはどうでもいい。この世界の破は壊かい者しやが教室に同席しているわけである。クラスにはいつも奇き妙みような緊きん張ちよう感がみなぎっていた。

　しかし、阿九斗本人は、実は内省的で生き真ま面じ目めな性格である。クラスメイトから無む闇やみに怖おそれられていることをとても気に病やんでいた。

　――転校生か。僕ぼくのことをあまり怖こわがらない人だといいけど……。

　阿九斗は切実にそう思っていた。

「それじゃ、ケーナちゃん、入って」

　美津子先生の合図で入ってきたのは、金きん髪ぱつ、碧へき眼がん、快活で無む邪じや気きな笑え顔がおが可愛かわいらしい美少女だった。

　阿九斗の目は彼女に釘くぎ付づけになった。

　その顔立ちのせいではない。彼女の髪かみに、あの鳥の意い匠しようの髪かみ飾かざりが輝かがやいていたからだ。

　――あ、あれは、僕が孤こ児じ院いんを出るときにけーなにあげた……。

　つい立ち上がってしまった阿九斗に、少女は気づいて目を丸くした。

「あ、アナタは！」

　少女は、教きよう壇だんの横から一番後ろの席の阿九斗のところまで一気に走ってきて、その首根っこに飛びついた。

「孤児院でのヤクソク覚えていますか？　アタシ、ケーナです！　会いたかった！」

　片言の言葉でケーナと名乗る彼女は言った。

　――え？　けーなが二人？

　阿九斗は思わず赤毛のけーなの方を見た。彼女もちゃんと彼女の席にいて、驚おどろいた顔で阿九斗とケーナを見ていた。

「ああ、もう離はなさない、マイダーリン！」

　ケーナは言った。




　　　　　○




　ここで阿九斗の記憶について思い出だす必要がある。

　阿九斗は孤児院出身である。

　そこを出るときに一いつ瞬しゆんだけすれ違ちがった女の子に、自分の全財産を払はらって買った髪飾りをあげていたのだ。将来の再会を誓ちかって。

　そして、その髪飾りを持つ少女は、赤毛の曽そ我がけーなのはずだった。阿九斗のクラスメイト。よく言えば柔にゆう和わ、悪く言えばぼんやりとした、見ているだけで眠ねむくなってくるような顔立ちをしている。お米が大好きで、空を飛ぶことと、姿を消すことだけが得意の奇妙な少女。

　しかし、今、髪飾りは確かにふたつある。




　　　　　○




「ど、どうして同じ髪飾りを……。それに孤児院の記憶を持っているって……」

　阿九斗は混乱してけーなとケーナを見比べた。どちらの髪にも、あの髪飾りがついている。高いものではあったが、既き製せい品ひんには違いない。だから、同じものがあっても驚くには値あたいしないのだが……。

　――どうして孤児院のことを憶おぼえているんだろう？　じゃあ、彼女が僕の……。

「あーっ！」

　そのとき、けーなも立ち上がって、ケーナを指さした。

　阿九斗が緊張した面おも持もちで、けーなの顔を見る。

　――もしかして、けーなが何か思い出したのか？　それで、この子の言っていることをおかしいと思って……。

「あたしとおんなじ名前だね！」

　けーなは相好を崩くずした。
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　阿九斗とけーなの二人の事情を知っているクラスメイトたちは椅子からずり落ち、阿九斗は内心で頭を抱えた。

　――そういえば、何度言っても、けーなは僕と孤児院で会った記憶がないって……。

「ねぇ、ダーリン、あの子、誰ですか？　馴なれ馴れしいですね！」

　ケーナは言った。

「馴れ馴れしいって、君にとってもクラスメイトじゃないか。それより、失礼だけれど、君の方が馴れ馴れしいとも言えるよ。僕らは初対面じゃないのかい？」

　阿九斗が言うと、ケーナはいきなり悲しげな表情になる。

「オー！　そんな！　悲しいです！　初対面だなんて！　孤児院でダーリンからもらった髪飾りだけを心の支えに生きてきたですよ！」

「孤児院で泣いていた君に？　僕の記憶の中では、その子は赤毛だったよ？」

「金髪は、小さいときには赤く見えることもありますね！　ほら、二人の記憶はばっちり同じね！　あなたがダーリンですよ！」

　ケーナは阿九斗の胸に顔をこすりつける。

「こ、こら。授業がこれからはじまるんだし……」

　阿九斗が困って声をあげると、今度は別の声が飛んでくる。

「ええい、教室で何をしている！　転校生といえど、教室に入った瞬間からクラスメイトだ。ここのルールを守ってもらうぞ！」

　怒ど鳴なり声ごえとともに立ち上がったのは、クラス委員長の服はつ部とり絢じゆん子こだった。クールで高潔な雰囲気の美び貌ぼうの持ち主だが、やや目元がきつくて性格の頑がん固こさが伺うかがえる。

　ケーナは、ちらりと絢子を見た。嫌いや味み、というか、悪意のある目だ。

「ダーリン。あの子、ダーリンのことが好きで嫉しつ妬としてるんじゃないですか？　しっとそうですね！　いや、きっとそうですね！」

「外人のくせに下らんダジャレを言うな！　そもそも、そのようなことで注意をしているのではない！　自己紹しよう介かいも済んでおらんだろうと、そう言っているのだ！」

　絢子が血相を変えて怒鳴る。

「やはり嫉妬ですね」

　ケーナは横目で絢子を見つつ、見せつけるように阿九斗の首に手を回す。

「だ、だから、違うと……！」

　絢子が顔を真っ赤にして否定する。

　と、阿九斗がケーナの腕を優やさしくほどいてきっぱりと言う。

「そうだよ。服部さんは嫉妬なんかしやしないよ」

「そ、そうだ。だ、だが……いや……。そこまではっきり言われると、ちょっと……」

　絢子はしどろもどろになる。

「ほら、前に行って自己紹介をして」

　阿九斗がうながすと、ケーナはうなずいた。小走りで前に戻り、元気に両手をあげた。

「帝国のみなさん、よろしく！　合衆国から来た、ケーナ・ドロンズです！　帝国はガチガチの覇は権けん主義と聞いていますが、悪い人ばかりじゃないっぽいので、このアタシとも仲良くやっていけると思います！」

　ケーナは無む茶ちや苦く茶ちやな挨あい拶さつをかました。




　　　　　○




「知り合いなんですか？　やっぱ」

　そう聞いたのは、三み輪わヒロシ。阿九斗の数少ない友達である。いたずらっぽい顔をした小こ柄がらな少年で、阿九斗のことをアニキと呼んで慕したっている。

「そう、なのかな？　いや、正直、よくわからない」

　食堂で並んで食事を取りながら、阿九斗はそう答えた。

「よくわからないって、どういうことっすか？」

「いや、そもそも、彼女が僕の記憶のあの子だったとしても、話をしたのは一瞬だけさ。この年齢になって再会しても、やっぱり初対面みたいなものなんだよ。だから、本物かどうかって言われても……」

「そりゃあ、そうでしょうね」

「うん。それに、彼女には妙なところがある」

「妙なところ、で、やんすか？」

「うまく言えないけれど、なにもかも不器用に感じるんだよ」

　阿九斗が言ったその瞬間、食堂の端はしで声があがった。

「おー！　ここは並ばないといけないんですか！　お金も払う？　学院のものはなんでもただじゃないんですか！」

　ケーナの大声だった。

　見かねて阿九斗が立ち上がると、それに気づいたケーナが手を振ふってきた。

「ダーリン！　助けて！　食堂のシステムがよくわかりません！」

「困ったことになったのかい？」

　阿九斗が歩み寄る。

　と、食堂内が騒そう然ぜんとした。阿九斗の顔と名前は全校に知しれ渡わたっている。もちろん、悪い意味で。

　それまでケーナの列への割り込みを怒おこっていた生徒たちが、ずばっ、と凄すさまじい勢いで二つに割れて阿九斗の前に道を作った。

　――いや、そんなに怖れられても困るんだけどなぁ。

　内心でそう思うが、公共の場ではついつい格好をつけて振る舞まってしまうのが阿九斗の悪い癖である。なるべく丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいになるように気をつけて、鷹おう揚ように手を振る。

「失礼。彼女は留学生で慣れていないんです。どうやらお金も持っていなかったようだ」

　そう言うと、いきなり数人の生徒が、自分の財さい布ふから素す早ばやくお札を抜ぬき出してケーナに差し出した。

　――そ、そんな意味で言ったんじゃあ……。

　しかし、ケーナは上じよう機き嫌げんでお札の一枚を受け取った。

「ありがとうございますね！　最初からそうしておけばよかったんですよ！　あ、このＡ定食をもらいますね！」

「あ……」

　阿九斗は止めようとしたが、ケーナはすでに定食を注文していた。

　――良くないよな、そういうことは。

　知らず知らずのうちに阿九斗は顔をしかめていた。周囲に緊張がはしる。阿九斗の周囲にいる誰だれ一ひと人りとして動けない。一方、食堂の反対側の端にいる者たちはすでに逃にげだしはじめていた。

　阿九斗はケーナに金を差し出した生徒に歩み寄る。

　可か哀わい想そうにその生徒は足を震ふるわせ、顔を強こわばらせた。

「ひゃ、ひゃい！　なんでしょう？」

「お金を要求したわけではありませんので、僕からお返しします。彼女には僕がお金を払ってあげるつもりでしたので、お気になさらず」

　阿九斗はそう言ってお札を出した。生徒は震える手でそれを受け取った。

「金を払った奴もバカだな。魔王は女たらしで有名なんだから、彼がいい格好しようとするところを邪じや魔ましたことになるんだから」

「あーあ、あれで睨にらまれたぞ。今後、まっさきに殺られるぞ、あいつ」

　周囲の生徒たちは小声でそんなことをささやきあった。

　――そんなつもりじゃないんだけどなぁ……。

　阿九斗は心の中でぼやくが、そのときケーナが阿九斗の手を引いた。片手にＡ定食のお盆ぼんを乗せている。

「ダーリン、あっちで一いつ緒しよに食べようね！　それにしても、この国の食事、いっぱいお皿あるんだね！　驚いたよ！　中身は貧相でハイソなアタシには似合わないけどね！」

　連れだって歩いていく阿九斗とケーナを見送りながら、生徒たちはまたも小声でささやきあった。

「うーむ、なんで可愛い子はみんなあいつになびいてるんだ？」

「そりゃあ、魔王だしなぁ。いろいろすごいんだろ」

「ああなりたいような……」

「なりたくないような……」

　そんなやっかみを背に、ヒロシのいた席に戻ってくると、そこにはけーなも座っていた。

「あーちゃん、それにケーナちゃん……って言うのも変だから、ドロンズ……ドロちゃんも一緒だったの？」

　けーなはもしゃもしゃと定食をかきこみながら言った。定食というのは、彼女の強い要望によって作られた彼女専用のＫ定食のことである。白米、ライスフライ（炊たいた米を米こめ粉この衣ころもで揚あげたもの）、ライスサラダ、ライスペーパーの春巻き、ビーフンスープという組み合わせであり、要は白米づくしの特別メニューだ。Ｋ定食はけーな定食、あるいは米定食の略であると言われ、他ほかの生徒もそれを注文することはできるが、未いまだに完食したものがいない伝説のメニューである。

「一緒というか、そこで彼女が騒さわいでいたんだよ」

「この学院の食堂は、システムがわかりませんね！　説明しないなんて不親切ね！」

　ケーナはそう言って座り、定食に口をつけた。そちらはＡ定食だから、ごく普ふ通つうのものだ。が、おかずのフライを一口かじり、それからフォークで白米を口に運んだ彼女は、不ま味ずそうな顔で首を横に振った。

「おー！　なんですか、このお米という奴は！　まったくもって食べられたものではありませんね！　ハイソなアタシには似合いませんよ！」

　これに、けーなが珍めずらしく椅子をガタッと鳴らした。

「そんなことないよ！　お米はおいしいよ！」

「おいしいって、それはあなたがそう思っているだけですね！　アタシはまずいと思った。それだけの話ですよ！」

　ケーナはあっさり否定するが、けーなは引き下がらない。

「まずいとかおいしいとかを抜きにしても、栄養があるからいいんだよ。お米は完全食なんだからね！　それだけ食べていれば人間は生きていけるんだよ！」

　――いや、ビタミン不足で脚かつ気けになるから……。

　阿九斗はひっそりと心の中で突っ込む。

　が、それとは無関係の理由でケーナは激しく首を横に振る。

「栄養があったとしても、ひとつのものだけ食べていればいいなんて思いませんよ！　そもそもアナタにいろいろと言われる筋合いはありませんね！　アタシはやっぱりパンにしますよ！」

　ケーナは立ち上がると、もらったお金の残りでサンドイッチを買って持ってきた。それをテーブルに置くと、高らかに宣言する。

「人はパンのみにて生きるのですね！」

　――ひどく精神性に乏とぼしい宣言だなぁ……。

　阿九斗はひっそりと心の中で突っ込む。

　が、それとは無関係の理由でけーなは激しく首を横に振る。

「お米には八十八の手間がかかっているんだよ！」

　それからも二人は言い合いを続けた。Ｋ定食とサンドイッチを食い散らかしながら。

「アニキ、ところで、Ａ定食、余っちゃいましたね」

　ヒロシがケーナが残したお盆を指さした。フライが一口かじられただけで完全に放置されている。

「……僕らでわけて食べよう」

　けーなとケーナが言い争う中、ヒロシと阿九斗は自分たちの食事だけでなく、Ａ定食も完食した。二人が箸はしをおく頃ころ、言い争いのとばっちりが阿九斗に降りかかってきた。

「なんか最初に見たときから、ひどく、とても、スペシャルに、パーフェクトに、あなたが気に入りませんでした！　あなたもダーリンに嫉妬していますね！」

　ケーナが阿九斗の腕をつかんだ。

「嫉妬なんかしてないよ！　あーちゃんは誓い合った友達だもん！」

　けーなが机を叩たたく。

　ケーナは皮肉っぽい目でけーなを見下した。

「ふふん。友達。それじゃあ、アタシたちがデートするところを黙だまって見ておくといいですね！」

「デート？」

　けーなが驚く。それを尻しり目めに、ケーナは阿九斗に身体をもたせかけた。

「デートを知りませんか？　彼かれ氏し彼かの女じよになるかどうかを試ためすために、男女の二人でハイソでロハスな素す敵てきなスイーツを食べさせる癒いやし系けいのお店に行くことですね！　そこでお茶をして、気に入ったら彼氏彼女になるわけですよ！」

　――デートってそんなもんだっけ？　いや、合衆国ではそうなのかな？

　阿九斗はいぶかしむ。

「気に入ったら彼氏彼女になるって……？」

「そうですよ。どう意思表示するのかは個々人に任されていますが、お茶の後、男性から女性にアプローチをしますね。それがアリかナシか。それが運命の分かれ道」

　ケーナは自信たっぷりに言った。

「明後日の授業の後、デートしましょう！　店を選んでおいてくださいね！　それは男性の仕事なのですよ！　希望はハイソでロハスな素敵なスイーツを食べさせる恋れん愛あいを加速させるようなデートにぴったりの癒し系なお店ですよ！」
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「なんだかんだで押おし切きられたんだけど……」

　その日の授業が終わって寮りようの自室に戻った阿九斗は、ベッドに転がっている美少女に相談した。

　柔やわらかい緑色の髪。人形のような完かん璧ぺきな美しさの顔立ち。芸術家が作った理想の少女の彫ちよう刻こくといった姿の美少女である。が、彼かの女じよはだらしなく寝ね転ころがって雑誌を読みながら、傍かたわらに置いた袋ふくろから人形焼きを取り出しては口に運んでいた。美しい姿に似合わず、中年の主婦か無職の若者しかしないような態度である。

「そうですか」

　ころねは言った。彼女は人造人間である。魔ま王おうになるとされる阿九斗の監かん視し役やくとして政府から派は遣けんされているのである。

「そうですか、って……。それで終わり？」

「個人の問題ですからね。自分が干かん渉しようすることではありません。そもそも、相談内容をあなたはおっしゃっていませんが？」

「あ、そうだったね。えーと、彼氏彼女になるかどうかはその後の回答で決めればいいらしいから、きっぱり断ろうと思うんだ」

　阿九斗は言い切った。

「それはまた、きっぱりしすぎですね」

　ころねは雑誌から顔をあげた。

「良く知り合っていないからね。当然、友達としてある程度の期間を付き合ってからの話だ。急いじゃいけないよ」

　くそ真ま面じ目めに阿九斗は言い切った。こういう性格が彼かれの美点でもあり欠点でもある。

「それならそうと早く言えばいいのでは？」

「ドロンズさんは、デートの後でないと答えを聞かない、と強く言っていてね」

「人間の行動パターンとしては変ですね。手順を踏ふみたがっているかのようです」

　ころねが分ぶん析せき的てきに言った。

「だから、ともかく僕ぼくも彼女の手順に乗るしかないわけさ。だから、その、ハイソでロハスな素敵なスイーツを食べさせる恋愛を加速させるようなデートにぴったりの癒し系なお店、というのを教えて欲ほしいんだ」

　阿九斗は言った。大した記き憶おく力りよくである。

　ころねがベッドに座すわり、阿九斗に向き合った。

「ネットでご自分で調べればよろしいのでは？」

「もちろんやってみたさ。でも、どうも感覚がつかめない」

　阿九斗は生徒手帳を出し、そこに展開したマナスクリーンに、自分が選んだ喫きつ茶さ店てん情報を映し出した。そのどれもがかなり大人向けの渋しぶいセレクトだ。夜はバーになる店や、水出しコーヒーのみのこだわり店、座ざ敷しきで抹まつ茶ちやを飲ませる会員制の店、海外の少数民族の装飾にこだわった店など。

「高校生がデートに行く店じゃありませんね。調べたのにどうしてこうなるんです？」

「ハイソでロハスな素敵なスイーツを食べさせる恋愛を加速させるようなデートにぴったりの癒し系なお店。その条件をすべて満たすとそうなるんだ。いや、恋愛を加速させるような、だけは抽ちゆう象しよう的てきでわからないんだけどね」

　阿九斗は真しん剣けんな顔である。

　ころねはまじまじと阿九斗を見返した。

「前から、あなたは実に馬ば鹿かだと思っていました」

「反省しているよ。知識も経験もないんだ」

　阿九斗はさらに真剣な顔になった。

　ころねはさらにまじまじと阿九斗を見返した。

「アドバイスをしましょう。デートで定番といえば同どう伴はん喫きつ茶さです」

「同伴喫茶？」

　意味がわからない、といった様子の阿九斗に、ころねは懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明をはじめた。

「同伴喫茶とは、男女でのみ入れる喫茶店です。席はブースで区切られており狭せまく、二人が並んで座れるようになっています。フリードリンクのセルフサービスでウェイターはいない場合が多いです。店内は極限まで照明が落とされており、周囲には自分たちの姿が見えないようになっています」

「それって……」

「そこで性せい行こう為いが行われていても、店側は関知しません。露ろ出しゆつを好む方向けの喫茶店は、照明も明るく、ドリンクコーナーとプレイルームは別になっています。そちらの喫茶店では、二組の夫ふう婦ふでパートナーを交こう換かんし、互たがいに見せつけ合いながらの性せい交こう渉しようを好む方が多いです。男性単独で入れる店は、ハプニングと称しようして、突とつ然ぜんに現れた裸はだかの女性が性行為をもちかけてくる場合があります。受け入れるか、受け入れないかは、あなた次し第だい」

　ころねは、びしっ、と阿九斗を指さした。

　阿九斗はため息をついた。

「そうか、真面目に答える気はないんだね」

「それはそうです。誰だれが他人の恋こい路じに協力したいと思うものですか。それも自分の好きな男と他所の女の」

　ころねは言った。

「え？」

　阿九斗はどきりとしてころねを見返した。

　ころねは真一文字に閉じた唇くちびるの間から、ファックス用紙のようにじわじわと舌を出だしてきた。そして完全に無表情のままアカンベーを完成させる。

「なーんちゃって」

「……何度もからかわれているから、慣れているつもりだったけど、その無表情の冗じよう談だんにはやっぱりショックを受けるんだよ、いつも……」

　阿九斗はうなだれた。

　ころねは、さらに両りよう腕うでを高く上げてから頭頂部に人差し指を立てるポーズを作って追い打ちをかけた。完全に無表情のまま。

「なーんちゃって」
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　翌日も朝からケーナ・ドロンズにまとわりつかれつつ、阿九斗は喫茶店選びに苦く慮りよしていた。

「ハイソでロハスな素敵なスイーツを食べさせる恋愛を加速させるようなデートにぴったりの癒し系なお店は見つかりましたか？」

「いや、それは、まぁ、まだだけど、なんとかするから」

「甲か斐い性しようなしは困りますよ、ダーリン。でも、きっとダーリンならなんとかしてくれるはずですね！　いや、ダーリンがなんとかできないなら、周囲にいる下々の者に命じればいいのですよ！」

　ケーナはクラスの他の生徒たちを指さした。

　当然ながら、生徒たちはいい顔はしない。阿九斗の手前、直接に不満や怒いかりを口にする者はいないが。

「ダメだよ、そういうことを言っちゃ」

　阿九斗はたしなめたが、ケーナは深刻に受け止めはしなかった。

「おー。ダーリンは下々の者に優しいね」

「そういうことじゃないんだよ……」

　――わがままというか、単純に子供なのかな……。

　そんなことを考えていると、声が降ってきた。

「今日の授業は実習だぞ」

　絢子である。

「あ、服部さん。そうか、実習だったね。ドロンズさんは、どうしよう？」

　阿九斗が言うと、絢子は口を尖とがらせた。

「留学生のことを気き遣づかっている場合か？　君の相手は私くらいしかできないんだから、うまくやるように気合いを入れてもらわないとな」

　魔ま術じゆつを教えるこの学院におけるメインの授業は、魔術実習である。それは破は壊かい力りよくのある魔術の制せい御ぎよも含ふくむ危険なものだ。阿九斗はいつも実習では混乱を巻き起こしている。魔ま力りよくが有り余っているためだ。

「わかっている。君を傷つけないようにうまくやるさ」

　聞きようによっては気き障ざに聞こえる台詞せりふを阿九斗は言った。それは阿九斗の悪い癖くせに過ぎないのだが、絢子は顔を赤らめた。

「ば、馬鹿っ。そんな妙みような言い方をするな」

　と、その会話を聞いていたケーナが横から口を挟はさんできた。

「はん！　笑わせるね！　ダーリンの相手なんかアナタに務まるはずないね！」

「なんだ？　ダーリン、ダーリンと。留学生だから言動は大目に見てきたが、魔術実習についてはそうはいかんぞ。魔術は帝てい国こくの技術だ。海外の者がなめてかかると本当に怪け我がをするぞ」

　絢子とケーナはにらみ合った。

「魔術は舐なめてないよ。ダーリンとアタシのコンビなら大だい丈じよう夫ぶと言ってるだけね！」

「それが舐めているというのだ。帝国の技術は……」

「この国は国こく粋すい主義で、外国人差別がひどいと聞いたけど、ホントですね！」

「なんだと？　それならそいつと組んで一度吹ふき飛とばされてみろ！　それで自分の馬鹿さ加減に後こう悔かいするといい」

　絢子は怒って向こうに行ってしまった。

　――まいったな……。

　阿九斗は困りはてたが、それでも授業はやってくる。

　今日は念動力による精密作業。魔術によって細かい物品をミリ単位まで制御して動かすことを学ぶ。

「マイクロメーターとそこにセットされた物品は数が限られているから、二人一組になって。出来るようになったら、二人での共同作業にも挑ちよう戦せんしてね」

　美津子先生が言った。そして、つけ加える。

「紗伊君は遠くでやってね。共同作業もやらないでいいから」

　他の生徒は教室の机に置かれた大小のブロックを前にしているが、美津子先生が指さしたのは、校庭の真ん中にぽつんと置かれた机だ。

「まぁ、自分でもよくわかっています」

　阿九斗は素す直なおに校庭に出た。が、その後ろをケーナがついてきた。

「ダーリン、がんばろうね！」

「え？　先生が僕一人でやれって言ってたんだ。君も無理はしなくていいよ。委員長が言ったことを気にしているのかもしれないけれど」

「大丈夫。ふたりならできるよ！」

　ケーナは先に立って校庭の真ん中に阿九斗を連れて行く。

「できるって、そんなに気楽に言っちゃだめだよ。僕は特にこういう細かい作業が苦手なんだ。自分で言うのも馬鹿みたいだけど、缶かん詰づめを開けるのにミサイルを使うようなものなんだよ。ほら、みんなも戻もどってこいって」

　校庭から教室の窓を振ふり返かえった。さすがに美津子先生を筆頭にクラスメイトたちがケーナに戻れと呼びかけている。

　それをケーナは笑い飛ばした。

「あはは。問題ないね。見せつけてやればいいのね。二人の絆きずなを！」

　ケーナは阿九斗の手を取って机の上に乗っているブロックに向けさせた。

「だから、ダメだって……」

　阿九斗は言いかけたが、ケーナに握にぎられた腕うでに暖かさを感じて黙り込んだ。

　――なんだ？　力が……。

「ほら、全然大丈夫ね！」

　ケーナは阿九斗に笑いかけた。

　もちろん、阿九斗には力を使う気はさらさらなかった。だが、ケーナに握られた側の手の先に、確かに細く絞しぼられたマナの流れが現れていた。

　マナは大気中に撒まかれており、それが体内に埋うめ込まれたマナと呼応して、物品に作用する。体内に溜ため込んだマナが大きければ大きいほど制御が難しいのはそのためだ。

　また他人の体内のマナに干渉することは非常に難しい。体内のマナは固有の波動を持っており、それが当人の脳波にしか共鳴しないからだ。

　――僕の固有波動に共鳴している……？

　そうとしか考えられなかった。ケーナは阿九斗の体内のマナを操あやつって、見事に制御していた。

　阿九斗の驚おどろきは、教室のクラスメイトたちにも伝わっていた。

　美津子先生が、阿九斗たちの周囲の映像を教室のマナスクリーンに映し出した。机に置かれた小さなブロックが見事に制御された動きを見せていた。最小のものは透とう明めいな樹じゆ脂しの箱に入れられた、ほとんど粉のような立方体だが、その極小のブロックが規則的に積み上げられて壁かべを作り出していた。

「な、そんな馬鹿な！」

　絢子も思わず声をあげていた。
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「留学生ですって？」

　聞き返したのは江え藤とう不ふ二じ子こ。表の顔は学園一の美女にして成績トップの女子寮りよう長ちよう、男女問わずあこがれの君である彼女だが、裏の顔は阿九斗に心しん酔すいする黒魔術の信しん奉ぽう者しやである。

　そんな彼女の正体を知っている数少ない者のうちの一人、生徒会長のリリィ白しら石いしが不二子の前に座っている。生徒会室に不二子を呼び出したのだ。

「そう。表向きはそうなってるけどね。でも、実際のところは正体不明なんだよね」

　リリィはかぶった小こ粋いきな帽ぼう子しのつばを指で弄もてあそびながら言った

「正体不明とは穏おだやかではありませんわね。そもそもこの帝国で正体不明の者などいるはずがありませんわ。怪かい奇き現象の話なら、また今度にしていただけませんこと？」

　不二子はつまらなそうに応じた。そんな彼女の様子を察したリリィは、先さき程ほどの授業の様子をデスクの上に出現させたマナスクリーンに映し出した。

「これを見てわかる通り、どうやら紗伊阿九斗がらみの人物のようなんだ」

　スクリーンでは、阿九斗に細かい作業を行わせているケーナの様子が映し出されている。

「こ、これは……！」

　不二子が息をのんだ。

「そうだ。どういう術を使ったものか、紗伊阿九斗のマナを制御することに成功している。これは、つまり……」

　リリィは解説を加えようとするが、不二子の声がそれを遮さえぎった。

「わたくしの阿九斗様に馴なれ馴れしく手を触ふれるなんて！」

　逆上して毛を逆立て、リリィのデスクを興奮のあまりバンバンと叩いている。

　さすがのリリィも身体をのけぞらせた。

「……いや、そこじゃない。ツッコミどころは」

「はっ！　ほほっ……おほほほ……！　冗談に決まっているじゃありませんこと！　そうですわね。これは興味深いですわ！」

　不二子は笑って誤ご魔ま化かしたが、しばらくして本当にことの重大さに気づいたらしい。真ま面じ目めな表情でリリィに向き直る。

「彼女の正体が不明とおっしゃいましたよね？」

「そうだ。いきなり現れたとしか思えない。しかも、あの戦せん闘とうの跡あと地ちで発見されたのだそうだ」

　あの戦闘、というのは先だって行われた、阿九斗が魔王化し、スハラ神を葬ほうむった戦争のことである。しかし、その後、大半の者の記き憶おくから阿九斗の姿は消え、〝先代の〟魔王がスハラ神を葬ったと記憶されている。

「そうなると、皆みなの記憶からあれを消去した存在に関係があるかもしれないということになりますわね」

　不二子は腕を組んだ。

「そういうことだ。自同律と呼ばれる存在。おそらくは曽我けーなの身体を通して発現する謎なぞの意志」

「あの留学生が何者かを確かめるために、わたくしを呼んだんですの？」

　不二子が聞くと、リリィは首を横に振った。

「いや、確かめようったってわからないものはわからない。とっかかりもないんじゃあね。ただ、確かめたかったんだ。まさか君が悪さをしているんじゃないかと思ってね」

　挑ちよう戦せん的てきな目つきでリリィは不二子を見る。

　不二子は不快そうに眉み間けんにしわを寄せたが、リリィの言っている言葉の真意をよく理解はしていた。

「お疑いかもしれませんけれど、この件は、わたくしが培ばい養ようしていた阿九斗様の細さい胞ぼう、そしてそれから生み出される波動の研究については一いつ切さい関係がございませんわ。あの戦いが終わる直前、わたくしは壺つぼを盗ぬすまれましたの。お恥はずかしいことですが」

「あのゴム人間にか？」

　リリィは驚いた顔になる。

　不二子はうなずいた。

　ち、とリリィは舌打ちする。

「それじゃあ、あいつらがそれを利用して……。いや、それだとやはり時期が合わないな」

　リリィは独りごちた後に手を振った。

「わかったよ。ありがとう。呼び立てしてすまなかったね」

「いえ。あの留学生のことを見られたのは収しゆう穫かくでしたわ」

「調べるのかい？　ま、あんまり派手にやらないでくれよ」

「いいえ、単に闘とう志しが湧わいてきましたのよ」

　不二子は残ざん酷こくな表情で笑った。
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　放課後になって、絢子は不意に呼び止められた。

「服部さん。実は教えて欲しいことがあるんだけど」

「教えて欲しいこと？」

　オウム返しに聞いてから、絢子は自分を呼び止めた人物が誰だったかに気づいた。

　阿九斗だった。

　昨日からずっとまとわりついているケーナはいない。放課後になって先に寮に帰ってしまったのだろう。

「君が教えて欲しい、とはまた珍めずらしいな」

　そう言って絢子は咳せき払ばらいをした。状じよう況きように気づいて一気に緊きん張ちようしてきたからだ。

　夕暮れの廊ろう下かに二人っきり。

　そして、考えてみれば、あの戦争で家に背そむくようなことをしてまで阿九斗についていくと宣言をしたものの、当の阿九斗には何も話していない。

「そ、それで、どうした？　改まって」

　赤くした顔に気づかれないように、夕日の方に顔を向けながら絢子は聞いた。

「どこか、デートに使えそうな喫茶店はないかと思って」

　阿九斗が何気ない口調で言った。

「で、デート？」

　絢子は驚いて声を裏返す。

「うん。僕じゃあ店がわからない。ころねにも相談したんだけど、妙なことばかり言われちゃって」

「そ、そ、そ、そ、そうか」

　絢子は激しくうろたえた。

「大丈夫かい？」

「い、いや、大丈夫だ。さ、さて……。そうだな。駅前の……いや、あそこはデートにはふさわしくない。駅を出て右手に折れて、そこを進む。商店街を抜ぬけて住宅地に入ってもさらに進むと、オープンテラスの喫茶店がある。店主がパティシエで、隣となりの店てん舗ぽでケーキも買える」

　絢子が説明すると、阿九斗は満足げにうなずいた。

「それなら大丈夫そうだ」

「前日でも予約をするのが確実だ。と、ところで、いつ行くつもりだ？」

「明日に」

「あ、明日か。そうか」

　――いきなりだ。どうしよう……。服を新調すべきだろうか？　いや、そこまでするのも妙な話だ。あくまでさりげなくなくてはな。しかし、彼からデートを誘さそってきたということは、もうほぼ百パーセント大丈夫なわけで、つまり、余計な心配をせずに自然体でいれば、これは問題ないということか。しかし、易やす々やすと受けてしまっても軽い女と思われるような気がする。主導権をそこまで向こうに握られてしまうというのも良くない気がする。そうだ。予定が入っていることにして、少し渋ってみるのはどうだろう？　それで困らせてみるというのも悪くはないか……。

　絢子はごちゃごちゃと考えたが、意を決してそっぽを向いたままでこう口にする。

「明日、私はちょっと予定が入っているのだが……。いや、大した用事じゃない。妹がイベントをやるので見に来いなどと言っていてな。だが、無理にでも、というなら、そちらを優先しても問題ない。何しろ、妹はいつもそんなことをしているわけだからな。はは、はは……」

　しかし、それは小声だったために阿九斗には聞こえていなかった。

「いや、助かったよ。ドロンズさんがハイソでロハスな素す敵てきなスイーツを食べさせる恋れん愛あいを加速させるようなデートにぴったりの癒いやし系けいなお店に行きたいって言うもんだから」

　無む邪じや気きな笑え顔がおで阿九斗は言った。

　絢子が一いつ瞬しゆんにして極ごつ寒かんの世界に落ち込んで凍こおり付つく。

「……ちょ、ちょっと待て。デートって、あの留学生とか？」

　すると、阿九斗は無邪気にうなずいた。

「うん。単に頼たのまれたからお茶を飲むだけだけれども」

「い、いや……本当に、ちょっと待て……。貴様、もしかして、あの留学生と？　頼まれたから、というだけの理由で？」

「まぁ、頼まれたから。それでお茶を断るのも変な話さ。違ちがうかな？　それに、デートって言っても、合衆国の人はそれを気楽にとらえているみたいだし」

「そ、そうか……そうだな。は、はは、ははは……」

「だ、大丈夫？　なんかいきなり顔色が悪くなったよ？」

　阿九斗は心配するが、絢子はショックに顔を蒼あおくしてふらふらと立ち去っていく最中だった。

　――そ、そうか……。どうして考えつかなかったんだろう。あいつは頼めば簡単にデートくらいはしてくれるんだ……。そうだ。そうだよな。確かにそういう男だものな、あいつは……。




　　　　　○




「監かん視し対象が店舗を予約？　店舗名は？　『喫きつ茶さバフチン』？　日時は……」

　地区の百人長が緊張した面おも持もちで念話を受けた。即そく座ざに手帳に情報を入力する。

　騎き士し団だんの詰つめ所しよに一瞬にして緊張した空気がみなぎった。熟練の騎き士し二十人ばかりが執しつ務むを行っていたのだが、誰もが立ち上がって百人長の表情を見守っている。

「……了りよう解かい。警備に全力を尽つくします」

　念話を切った百人長は、部下たちの顔を見回した。期待と恐きよう怖ふの入り混じった表情の彼らに、百人長は決然と言い放った。

「内閣府より連れん絡らくが入った。魔ま王おう候補の少年が二丁目の『喫茶バフチン』を明日の午後三時より利用する。我々は市民の安全を守るべく警備活動を開始する！」

　オオオ！　と部下たちの雄お叫たけびがそれに答えた。

　監かん視し員いんのころねとてさぼっているわけではない。阿九斗の行動は逐ちく一いち政府には報告されているのである。そして、阿九斗に動きがあった場合、真っ先に報告が行くのが、『コンスタン魔術学院』があるこの街の騎き士し団だん詰つめ所である。

　しかし、孤こ児じであり帰省先もなく、寮りよう暮らしの阿九斗は滅めつ多たに街には出てこない。そのため、彼らもこれが初の大規模な作戦行動となる。

「『喫茶バフチン』に連絡！　女性隊員をウェイトレスとして潜もぐり込ませろ！　明日の午前中に給きゆう仕じの研修を済ませるようにお願いしておけ！　警備プランは１Ｂを選せん択たく！　武装は市民に不安を与あたえぬレベルにとどめろ！　近きん隣りんの騎士団に協力を要よう請せいするのを忘れるなよ！　そして何より大事なのは、市民に怪我をさせるな！」

　百人長は咆ほえた。

　騎士たちの手によって、騎士団詰め所のマナスクリーンに表示されている地図に次々と赤いポインタの表示が追加されていく。

　そして翌日が、百人長にとって最も長い午後の一日になったのである。




　　　　　○




「あの、先せん輩ぱい、そんなことまでしていただかなくても……」

　阿九斗は恐きよう縮しゆくした。

　姿見にはカジュアルを着込んだ自らの姿が映っている。自分で服を選んだ場合と違い、コーディネイトは考えられているし、アクセサリーも追加されている。見立てたのは不二子だ。もともと所有している服は少ないが、不二子が組み合わせを考えるだけで、相当に見み栄ばえは変化した。

「いえ。常に堂々とした格好でいていただかなくては。わたくしのあがめる魔王様には」

　ほほほ、と笑って不二子は阿九斗の襟えりを直した。さらにワックスで髪かみを整える。

　不二子が学院の家庭科室を拝借して阿九斗の私服への着き替がえを手伝っているところである。さすがに長身の二人が私服でそうしていると、モデル並みに絵になる。窓の外には多くの女子生徒と少数の男子生徒が集まって中を覗のぞき込んでいた。

「ああ、不二子様、お美しいわ……」

「でも、どうして魔王なんかに懸け想そうをしてらっしゃるのか……」

「悔くやしいけれど、外見だけは素敵よね。あれで魔王でなければ……」

「いや、魔王でなくても許せない！」

「そうだ！　俺おれたちの不二子様を……」

「でも、喧けん嘩かじゃ勝てねぇんだよなぁ」

　などと生徒たちは言い合っている。

　それを横目に、不二子はばっちり外見を整えた阿九斗を送り出した。

「さぁ、できましたわ。行ってらっしゃいませな」

　優やさしく微笑ほほえむ不二子に、阿九斗は頭を下げて家庭科室を出て行きつつも、内心でいつもと違う不二子の態度に不ふ審しんを抱いだいていた。不二子が別の女の子と少しでも親しくするのを許すはずがないのである。

　もちろん、阿九斗の危き惧ぐは当たっていた。阿九斗が廊下を曲がったのを見届けた不二子は、素す早ばやく家庭科室を片づけると、阿九斗の追つい跡せきを開始したのである。

「そうそう素直にデートなんてさせるものですか。相手が妙な謎を持っている留学生でなければ、即座に地じ獄ごくに送っているところですわ」

　周囲に生徒たちの姿がなくなってから、不二子は邪じや悪あくな笑えみを浮うかべてつぶやく。

「そうですね。留学生の謎は確かめたいところです」

　唐とう突とつに不二子に答えた声があった。

　いつのまにやら不二子の背後にころねが立っていた。

「い、いつのまに、わたくしの背後を……」
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「それほど貴重な背中でもありませんでしたが？　それに、監視員である自分が監視対象を追うのは当たり前です」

　ころねも街に出る気でいるらしい。珍しく私服姿である。

「ええい、面めん倒どうですが、仕方ありませんわね」

　不二子はぼやくが、ころねと一いつ緒しよに阿九斗を見失うまいと尾び行こうを開始する。

　と、阿九斗が校門を出たところで、不二子はまたも追つい跡せき者しやに遭そう遇ぐうした。

「せ、先輩……！　どうして？」

　絢子が不二子と顔を合わせてうろたえた。

「……こっちが聞きたいですわよ。と言っても、どう考えても目的は同じですわね」

　もちろん、絢子も私服である。

　追跡者は三人になった。

　阿九斗は校門前で留学生ケーナ・ドロンズと待ち合わせていた。ケーナはいかにも合衆国人といった活発な格好である。

「そうか、相手があそこまでスポーティなら、もうちょっとラグジュアリーさは抑おさえた方が良かったですかしら？」

　不二子は自らのコーディネイトを反省する。それを見た絢子がいぶかしんだ。

「先輩、どうしてそんなに余よ裕ゆうなんです？　いつもの反応と違うようですが」

「ほほほ……。ただでデートなどさせるものですか。阿九斗様にお貸ししたネックレスには、魔術を仕込んでありますの。その周囲の者はカフェインを摂せつ取しゆすると、飲酒したように自制心を消失させます。いえ、もっと正確に言えば自じ白はく剤ざいと同じ作用ですわね。留学生は本ほん性しようをさらけだすことになりますわ！」

　くくく、と笑う不二子である。

　絢子はさすがに不二子から一歩遠ざかった。

「お、怖おそろしい……。つまり、最悪でも酔よっぱらって阿九斗には嫌きらわれる……。そして、うまくいけば留学生の正体もわかる……」

「そういうことですわ。そして、阿九斗様のブレスレットには、それに対する防衛の魔術がかけてあります。阿九斗様はネックレスの影えい響きようを受けることはありません！」

　不二子は満足げに言うが、ころねはぽつりとつぶやく。

「どう考えても、失敗して無む茶ちや苦く茶ちやになるパターンですね。秘密道具に頼たよるといつもそういうことになるんです。常識ですよ？」

「そんな常識、この世の中にはありませんわ！」

　不二子は怒ど鳴なる。絢子は頭を抱かかえた。

「ああ、なんでついて来てしまったんだろう……。こんなことなら、ゆう子のイベントにでも行っておくんだった……」

　その頃ころ、デパートのイベント広場で絢子の妹、ゆう子はアイドルの星ほし野のゆりとして新曲発表会を行っていたのだが、今後の展開には一切関係はない。




　　　　　○




《対象は駅前を通過》

　駅で人待ち顔をしていたスーツ姿の男が、阿九斗とケーナが通過するとすぐに念話連絡を行った。騎士の変装である。

　他ほかにも、主婦、出前持ち、犬を連れた散歩者にいたるまで、阿九斗の通過を伝える。

　しかし、緊張していたのは、騎士たちだけではなかった。

「あ、あれが……」

「噂うわさの、学院生徒……」

　街の人々は、『コンスタン魔術学院』の生徒たちを通じて、阿九斗の顔を知っていた。騎士団は阿九斗の出現を警告しなかったので、街の人々は不意に魔王の出現を見届けたことになる。

　商店街のシャッターが閉まりはじめ、子連れの母親は子供の手を引いて走り出だした。道に残っているのは、変装した騎士たちだけとなった。

《しまった。街の人々は予想以上に魔王のことを知っています！》

《それが理由か！　たった今、犯行予告が入った！　魔王の信奉者が対象に接せつ触しよくするためにこの街に入って来ると！》

《水際で阻そ止しできるか？》

《非常線を張ります！　しかし、信奉者は一いつ般ぱん人じんです！　突とつ破ぱされた場合の対策が必要です！》

　騎士たちは騒そう然ぜんとなった。




　もちろん、阿九斗も異常には気づいていた。

　――やだなぁ。街でも有名なのか……。今後あまり街には出ないようにしよう……。

　閉まっていくシャッターに切なさを感じる阿九斗である。

「どうして店が閉まるですか？　いろいろ買ってもらおうと思っていたですのに！」

　ケーナはごねる。

「まぁ、そりゃあ、ね。でも、僕ぼくはお金はないから。開いていても高いものは買えないよ」

「じゃあ、あそこに銀行がありますね！　銀行ってお金あるんでしょ？」

「銀行にお金はあるけど、僕にはないんだよ」

　阿九斗は肩かたをすくめた。

「じゃあ、ちょっともらってくればいいですよ！」




《対象は銀行強ごう盗とうを計画しています！》

《銀行に騎士を急行させる！》

《急げ！　銀行に対象が潜せん入にゆうした場合には武器の使用を許可する！》




「ダメだよ。銀行強盗みたいなことを言っちゃ。下げ卑びた真ま似ねはしちゃいけない」

　阿九斗は首を振ふった。

「じゃあ、どうやってお金をもらうんです？」

　ケーナが不思議そうに聞く。

　――どうやら本当に常識を知らないだけなんだな。

　阿九斗は驚く。そして、少し丁てい寧ねいに説明をする気になった。

「普ふ通つうに働くんだよ。働かない場合は、元手が必要になるね。株を買って売買する……。つまり、会社の経営権を手に入れて、そこの経営をうまくやり、成長させてから会社を売ばい却きやくするとか。そういうことくらいだね」

「おー！　なんかよくわからないし難しいですね！」

　ケーナが頭を抱える。

「そうだね。でも、僕もいつかは会社経営に口を出す形での社会参加もしてみたいな」




《すでに株を買っている可能性もあるぞ！　ファンドの連中を徹てつ底てい的てきに締しめ上あげろ！　顧こ客きやくに魔王がいないか探せ！》

《魔王の隣にいるのは合衆国人だ！　海外での資金洗せん浄じようの線を捜そう査さしろ！》




　後方に予期せぬ混乱を巻き起こしつつも、阿九斗とケーナは目的の『喫茶バフチン』に到とう着ちやくした。

「いらっしゃいませ」

　店長が頭を下げた。この店長のみは本物だが、後はウェイトレスも客も、すべて変装した騎士である。

「よかった。ここはやってた」

　阿九斗はケーナを先に座すわらせ、周囲に目を配った。店には異様な緊張感がある。

　――これは、やっぱり監視されていそうだなぁ。

　今日は何があっても大人しくしていよう、と内心で誓ちかう阿九斗である。




　一方、追跡していた三人組は、喫きつ茶さ店てんの向かいの路上に隠かくれ、

　缶かんジュースを飲みながら二人を見守っている。

「それにしても、情けないですね。他人のデートを見張るというのは」

「わたくしたちは缶ジュースですものね。でも、見てらっしゃい。いずれ、悲ひ惨さんな光景がひろがりますわよ。けけけ……」

　絢子と不二子はささやき合う。

　どこか悲ひ壮そうさを漂ただよわせている二人に比べ、ころねは気楽なものだ。

「あ、なんだかいい雰ふん囲い気きになってきましたよ」

　無表情ながらも、妙みようにわくわくした雰囲気でころねは言い、持っていた人形焼きを袋ふくろから出してほおばった。完全に物見遊ゆ山さんである。

「お気楽に言いますわね……。そんなに他人のデートをこっそり覗くのが楽しいかしら？」

　不二子の文句に、ころねはうなずいた。

「やや」




　良い雰囲気、ところねは評していたが、傍はたから見たら確かに二人は良いカップルにしか見えなかった。

　波風を立てないようにしようと心に誓った阿九斗は、奇き妙みようなほどに完かん璧ぺきな気き遣づかいをケーナに対しても周囲に対しても見せたからである。

　孤児でありながら学院に転入するための資金をアルバイトで稼かせいだ阿九斗は、かなり世慣れたところがある。常識のないケーナが妙な行動をしないように話をつなぎながら注文を決めさせる。飲食店での働きも経験しているから、メニューが一度に揃そろわない迷めい惑わくな注文は把は握あくしており、それを避さけて自分のオーダーも決める。もちろんケーナには自分が無理をして注文を変えたと思わせないように。

　その気になればそこまでの気遣いができる阿九斗だが、普ふ段だんからそうしないのは、彼かれが決定的に女心に鈍にぶいからに他ならない。逆に、その気遣いができるからこそ誤解も生まれる。現に今も、彼の態度はケーナの顔をほんのりと上気させていた。

　今の自分の気分にぴったりのスイーツをセレクトされ、その味に合う紅茶がどれかを解説付きで選んでくれる。メニュープレートの扱あつかいもぞんざいでなく、ウェイトレスへの言こと葉ば遣づかいも丁寧だ。そして注文後は帝てい国こくの風習について、笑いながら学べるような話をしてくれる。誤解しないほうがおかしい。




「わ、わたくし、あ、あんな風に優しくされたことはありませんわ！」

　ハンカチを噛かむ不二子である。

「い、いや、先輩！　あそこで誤解すると肩すかしを食くらいます！　それがあいつなんです！　私はそれで何度も！」

　妙に騙だまされ慣れた反応をする絢子である。

「いや、これはコーヒーが運ばれてきたら見物ですね」

　けけけけけ、と無表情の口の間から笑い声を漏もらすころねである。




　自然体を装よそおっているが、あからさまに緊張した面持ちのウェイトレスが紅茶とケーキをトレイに乗せる。

《対象は大人しくしています。これは、普通の喫茶店利用なのでは？》

　密ひそかにウェイトレス役の女騎士は念話を送る。しかし、指揮をとっている百人長は即座に否定した。

《油断するな。歴代の魔王は常に物もの腰ごしは紳しん士し的てきだったとされる。どんな計画が潜ひそんでいないとも限らない》




「ブルーベリーの小さなパイのお客様……」

　ウェイトレスは阿九斗たちの前にケーキと紅茶を並べた。

「さすがダーリンね。ハイソでラグジュアリーでエコなアタシにぴったりのお店に、ぴったりのスイーツですよ！」

　ケーナは上じよう機き嫌げんだ。

「いや、そう言っても、この店自体は僕が選んだんじゃないけどね」

「気にしないね！　ともかくダーリン、最高です！」

　ケーキを口に運ぶケーナは、さらに気分を良くした。

「いい小麦を使ってますね！」

「そりゃ、良かった。小麦のことはわからないけれど、確かに味はいいね」

　阿九斗はうなずき、紅茶を一口飲んだ。

　ネックレスとブレスレットが鈍い光を放った。

　続いて、ケーナが紅茶のカップを口に持っていく。




「来ましたわ！」

「来た！」

「飲みましたね」

　不二子、絢子、ころねの三人が同時に声をあげた。

　効果がきちんと発揮されるならば、ケーナのみが自白剤を飲んだような状態になるはずだ。そして、その通りのことがケーナに起こったのを三人は見た。




「ねぇ、ダーリン。言っていなかったことがあるの」

　紅茶を飲んでカップを置いたケーナは、さっきまでの元気な様子とはうって変わって暗い声を出した。

　うつむいて両手を膝ひざに置いている。そのただならぬ様子に阿九斗は慌あわてる。

「ど、どうしたの？」

「アタシ、実は、記き憶おくがないの」

　いきなりの告白に、阿九斗は戸と惑まどう。

「え？」

「アタシがいつ産まれたのかもわからないし、どうやってここに来たのかも……」

　ケーナは顔を覆おおって泣き出した。

「いや、ちょっと待ってよ。何を言っているんだい？」

「ごめんなさい。いきなり泣き出したりして。でも、ホントのことだし、ホントのことだと思うと、悲しくなって……」

「自分の記憶がないって、それは記き憶おく喪そう失しつとか、そういう……」

　阿九斗が聞くと、ケーナはぶんぶんと首を振った。

「違う。違います。多分……アタシがつい最近生まれたってこと。わかるんですよ」

「え……。じゃあ、僕の孤こ児じ院いんでの記憶についても……」

　そう言うと、ケーナはさらに激しく首を横に振った。

「いいえ！　それはホント。ホントの記憶です！　でも、アタシにはそれしかない。それしか記憶がないんです！」

　さすがに鈍い阿九斗といえど、これは自分の魔ま力りよく、あるいは自同律と称しようされる存在が関係しているのではないかと感づく。

　しかし、それより重要なのは、自分の目の前で女の子が泣いているという事実だった。

「だから、アナタに会うまでずっと不安だった……。この世界のこと、何もわからないで、それで独りでさまよって……政府の人に拾われて、あなたのところにやっと来た」

　ケーナは涙なみだ混じりの告白を続けた。

　それは阿九斗の心には重く、そして直接に響ひびくものだった。

　阿九斗も孤児であり、過去のことを知らないという寂さびしさは理解できているつもりだ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。僕のことしか知らないなら、僕がこれからいろいろ教えてあげるから」

　阿九斗は言った。




「な、なんか泣き上戸、って奴やつですか？　それより、妙な雰囲気になってませんか？」

　絢子が慌てる。

「ああっ！　阿九斗様があんなに優しく……！　その優しさはわたくしだけに向けなければならないものなのに！」

　不二子がハンカチを引きちぎった。

「それより、ケーナ・ドロンズがさりげなく自分の正体について重大な発言をしている気がしますが……」

　ころねが言うが、残りの二人はすでにそんなことを聞いてはいなかった。
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「阿九斗。アタシのこと、好きですか？」

　ケーナは顔をあげ、潤うるんだままの目で阿九斗を見た。

「え……」

　阿九斗は動きを止めた。

　簡単に答えてはいけないと思えた。

　ケーナはこれまでの行動からしても、無む垢くな子供と一緒なのだ。

「君は僕のことしか憶おぼえていないから、僕のことが気になるんだろうと思う」

「そういう答えがほしいんじゃないです！　ちゃんと……」

　ケーナはまた泣き出した。

　と同時に、阿九斗の周囲のマナがざわめきだした。

　阿九斗の手が意志に反して動いた。

　――え？

　さすがの阿九斗も驚おどろく。そのようにしようと思ったわけではないのに、手がゆっくりと前に差し出される。

　――僕の意志じゃないのに手が動いている？

　阿九斗の手は優しくケーナの頭に乗せられた。ケーナが驚いたように顔をあげる。

　――これは、ドロンズさんが操あやつっているんじゃないのか？

　ケーナの態度に驚く阿九斗だが、その手は明らかにケーナに都合の良いように動いていく。頭から下に降りた手がその頬ほおを撫なで、流れた涙を拭ふき取とる。

　二人はこの瞬しゆん間かん、将来を約束した恋こい人びとのように見えた。




「こ、これはまったく度が過ぎている！　き、き、斬きる！　あいつを殺して私も死ぬ！」

　絢子が錯さく乱らんして隠し持もっていた小刀を抜ぬき放とうとする。

　ころねがどこからか取り出したマジックハンドでそれを面倒くさそうに制しながら、小首をかしげた。

「奇妙なマナの流れがケーナ・ドロンズから出ていますが……って、まるで聞いていないですね、二人とも」

　不二子も全身の毛を逆立てて般はん若にやのごとき形相に変化している。

「きぃいいい！　予定と違ちがいますわ！　こんなはずでは！　しかし、こんなこともあろうかと、ネックレスには出力調整装置をつけておきましたわ！　この出力を最大にすれば、完全にドロンズは酔いつぶれるはず！　醜しゆう態たいをさらすといいですわ！　ついでに失禁でもしてくだされば、凄すさまじい恥はじをさらすことに！　ふひひひ……くははは……！」

「もはやわけがわからなくなっていますね」

　ころねは冷静に言うが、不二子の行動を制止することはなかった。

「ちょいさー！」

　不二子はかけ声とともに、取り出した制せい御ぎよ装置のボリュームを最大に。

　効果はすぐさま現れた。




《対象に変化。泣いています！　これは彼かの女じよは魔王に脅おどされていると考えるべきでは？》

《いや。会話の内容からするに、内部のもめ事の可能性が……》

　そんな会話をしていた騎士たちであったが、現場の監かん視し役やくであった者たちの念話が突とつ然ぜんに乱れた。

《すまない……任務中だが、ちょっと気分が……》

《いや、待ってくれ。こちらもだ。もしや、なんらかの魔ま術じゆつを……》

　客役の騎士たち全員が不調を訴うつたえた。堪たえきれぬ、というように、次々とだらしなく身体をだらりと椅い子すにもたれかけさせはじめる。テーブルに突つっ伏ぷす者もいた。

　客役は長居のため、コーヒーを何なん杯ばいか飲み干している。そのため激しく不二子の仕込んだ魔術の影響を受けているのだ。

「すまない……言っておかなければならないことがある」

　騎士の一人が、念話でなく、直接に声をあげた。

「俺は実は、お前の嫁よめと不ふ倫りん関係にある！」

　衝しよう撃げきの告白だった。しかも喫茶店中に響き渡わたる大声での。

　もちろんネックレスにかけられた魔術の効果である。

　言われた騎士は完全に酔いつぶれていたが、それでも凄まじい衝撃に口を大きく開いた。だが、それでも彼から出てきた言葉は、それとは無関係の凄まじいものだった。

「騎き士し団だんの設備費、五年間に渡って横領しました！　合計で一千万以上になります！　しかもそれを受け付けの高たかや柳なぎ嬢に貢みつぎました！」




「やってしまいましたね」

　妙に冷静にころねが突っ込む。

「い、いけませんわ！　もともとそれほど出力はない装置ですのに……。あの方々のカフェインの摂せつ取しゆ量りようが多くて……」

　不二子は慌てて出力を落とそうと装置をいじる。

　が……。

　ぱきっ。

「あ」

「まぁ、お約束ですね。なんという予定調和でしょう」

　ころねが傍ぼう観かん者しやの口調で言う。

　壊こわれた装置を握にぎったまま不二子は呆ぼう然ぜんとする。

「先せん輩ぱい、ここは見守りましょう。騎士団の腐ふ敗はいが暴あばけるという効果もあって良かったと思いこむしかありません」

　絢子が何か悟さとってしまったのか、前向きな発言をはじめる。

「そ、そうですわね。ともかく、ドロンズは酔い潰つぶしたわけですし」

　不二子も責任を放ほう棄きする方向で納なつ得とくしたようだ。

「その代わり、大混乱を招きましたが」

　ころねが口の間から無感情な笑い声を漏らした。




　喫茶店のオープンテラスは混乱しはじめていた。

「てめぇ、この野や郎ろう！　人の女によう房ぼうを！」

「知るか！　黙だまってろ甲か斐い性しようなしが！　克かつ子こさん泣いていたぞ！」

「家庭の問題に口を挟はさむな！　吹ふき飛とべ！　騎士団必殺のボルケーノ・イラプション！」

「やかましい！　せいぜい泣いてろ！　ソード・トルネード！」

　テラスの一角が吹き飛んだ。騎士二人の魔術の激げき突とつのせいである。

　当然ながら、その様子を念話で聞いていた百人長は慌てて指示を出す。

《落ち着け！　今は任務中だ！　任務終しゆう了りようまでは誰だれが何を言おうと忘れろ！》

「しかし、横領を見過ごせと言うんですか！」

　顔を真っ赤にして、正義感の抑えが効かなくなった騎士が、横領を告白した騎士に迫せまる。

「強ごう欲よくな女が悪い！　金、金、金！　何かって言えば金だ！」

「払はらう奴がいるから！」

　騎士二人は市内警備用の電磁剣けんを抜き放ち、正面から衝しよう突とつする。周囲のテーブルが吹き飛ばされ、激しく飛び散る。




「うわっ！」

　阿九斗はケーナをかばって、その身体の上に覆い被かぶさる。

　背中に激しく椅子が当たるが、その程度では阿九斗にとっては何も問題ない。

　――だけど……。

　どう事態を収しゆう拾しゆうしたものか。阿九斗は思おもい悩なやむ。どうせ原因は不二子の仕し掛かけた何かだとは思うが、詳しよう細さいがわからない以上は何も対策ができるわけではない。

　――逃にげる……と、騎士団も追ってくるよなぁ。

　そう考えると動くこともできない。

　周囲を見回してみると、酔っぱらった騎士たちが激しい喧けん嘩かを繰くり広ひろげており、そこに酔っぱらっていない騎士たちが集まって……。

　来ない。

　――どうして事態を収拾させる気がないんだ？




《隙すきを突かれました！　魔ま王おう信しん奉ぽう者しやの一団が非常線を突破しました！》

《馬ば鹿か者もの！　何な故ぜ、そんなことになった！》

《横領発言、その他の危険な発言に衝撃を受けて、職務がおろそかになっています！》

　現場からの報告を受けて、百人長は頭を抱えた。

《不倫くらいなんだ！　百人長の隠し子ごを知っているか！》

《十人長の違い反はんもみ消しの方だってすげぇぞ！》

　喫きつ茶さ『バフチン』からはひっきりなしに暴ばく露ろが響いてくる。自らの宗派のルールに背そむかない限り、魔術の力が減ずることはない。そして人権があるから犯罪の証しよう拠こをつかむまで他人のライフログを参照することは御ご法はつ度と。とはいえ、犯罪、あるいは犯罪ぎりぎりの行こう為いが横行していたことに百人長はショックを受けてうなだれた。もちろん自分の秘密が暴露されたこともある。

《し……信しん頼らいできる部下だから、子供のことを教えていたのに……。ええい、そんなことはいい！　早く魔王信奉者を捕つかまえろ！》

《い、いえ……それが……》

《どうした？》

《市民が騒さわぎを聞きつけてしまいまして……喫茶『バフチン』周囲に抗こう議ぎに集合しつつあります！》

《阻止しろ！　少しでも遠ざけろ！》

　百人長はわめいた。




　阿九斗から見ると、そこはまさに地じ獄ごく絵図だった。

　腕うでの中では、ケーナは子供みたいに泣いている。

　そのすぐ近くでは、酔よっぱらいたちが自らと騎士団の秘密を告白しながら魔術を使った大おお喧げん嘩かを繰り広げている。

　その外側では喫茶『バフチン』の店長が店の破は壊かいをやめさせようと半はん狂きよう乱らんになっている。

　さらに外側にいた酔っぱらっていない騎き士しは、店の外に走っていってしまった。怒いかりを目にたたえた市民たちが押おし寄よせてきたのである。

　――デートに来ただけ……のはずなんだけどなぁ。

　さらにその外側から奇きっ怪かいな音とともに土つち煙けむりが迫ってきている。

　――なんだろう、この空気は……。これならこの間の戦争の方が楽なくらいだな……。

　阿九斗は内心でぼやく。




「こ、この妙な音は何です？」

　絢子は首を左右に。

　視界はよくない。三人はすでに市民たちの人ひと混ごみの中にいる。騎士団の不ふ祥しよう事じと乱行に怒おこって集まった人々である。もちろん野や次じ馬うまも多いが、喫茶『バフチン』の周囲の圧力は凄まじい。

　その人混みの後ろの方から、奇っ怪な音が響いてきている。激しい音楽とも、騒そう音おんともつかない奇妙な音である。

「波形を分ぶん析せきすると、楽器ですね」

　ころねが耳に手をやって、音を分析する。

「こんなときに楽器を持ち歩いている野次馬がいるのか」

　絢子が驚き、そちらを見る。

　不意に音が大きくなった。

　ギャーン！

　耳をつんざく轟ごう音おんが、市民の列をまっぷたつに割った。耳を押さえた市民たちが音から離はなれようと逃げ出しているのである。

「あ、あれは何だ……」

　絢子は口を大きく開けた。

　人の列の向こうに、奇妙な姿の男たちが出現したからだ。

　人数は五人。全員が黒い革を身にまとっている。素す肌はだに革のベルト、あるいは黒のシャツ。銀のドクロのアクセサリーと、そこかしこに打ち込んだ鋼の鋲びようが共通のトレードマークだ。

　が、それだけならさほどの奇妙さではない。彼らは全員が顔を白くペイントしており、黒で化け粧しようを施ほどこしていた。目元と唇くちびるが黒く染め上げられており、不気味さを周囲に振りまいている。さらには魔術言語による呪じゆ文もんが顔面に書かれていた。

　五人は楽器を持っていた。ツインギター構成のバンドである。ボーカルの長い黒くろ髪かみの男が、咆ほえた。

「魔ま王おうの御おん前まえであるぞ！　頭を垂れよ小市民ども！」

「な……！」

　あまりのことに驚き、絢子はころねの顔を見る。

「魔王信奉者ですね。ブラックメタルと呼ばれるバンドです。魔王崇すう拝はいを掲かかげて過激な歌詞を歌っています。もっとも、ほとんどがファッションであのような格好をしているのですが……」

　ころねの解説を遮さえぎって、不二子が声をあげた。

「あ、あれは過激派ブラックメタル『ブラック魔王』！」

「知っているんですか、先輩？　それにしても、犬を連れてレースでもしそうな情けない名前ですね……」

　絢子は呆あきれるが、不二子は真顔でそれを否定した。

「いいえ。名前にまどわされてはいけませんわ！　『ブラック魔王』はファッションでやっているバンドではありません。メンバーの全員が神の洗礼を捨て去った筋金入りの黒魔術サークル所属。リーダーには逮たい捕ほ歴れきアリ。メンバーの入いれ替かわりはすべて逮たい捕ほ、あるいは黒魔ま術じゆつ師しの内ない紛ふんによる暗殺によるものというあれこそ本物のブラックメタルですわ！」

「げ……。それは本当なのですか？」

「ええ……。わたくしとて魔術を使うために、洗礼は捨て去っておりません。しかし、心底からの黒魔術師は魔王の到とう来らいを待ちわび、そのために魔術が使えなくなっても洗礼を捨て去るのですわ！」

「すると……」

「そう。あの魔王戦争以来、黒魔術師も魔術が使えるようになっております。スハラ神を退けたという事実もあいまって、彼らの魔王信しん仰こう度合いはすでにＭＡＸ！」

　不二子が断じた。

「ＭＡＸ！」

　ピーターハウゼンは黒魔術師のための神として機能していた。彼は死亡したが、どこかにあるサブシステムを起動させてから眠ねむりについたらしい。その後も無洗礼黒魔術師たちは違い法ほう魔ま術じゆつを使い続けている。

「そうなると、彼らは魔王に会うためにここに……」




『ブラック魔王』は人混みをかき分け、喫茶『バフチン』に迫る。

　マナ駆く動どうの楽器は快調だ。代表曲『魔王凱がい旋せん』は高らかに響き渡っている。

　騎士団もそれを阻そ止ししようとはしているが、市民たちを巻き込むような魔術は使えず、さらに『ブラック魔王』のファンのゴスロリ少女までもが集まってきて、騎士団を押し込んでいる。

《阻止しろ！》

　という百人長の命令は、もはや何の意味もないものになっていた。

　喫茶『バフチン』のオープンテラス直前に『ブラック魔王』は展開した。ドラムセットを据すえ付つけ、準備万ばん端たんとなってから、ボーカルが阿九斗に深々と頭を下げる。

「我らが魔王様に御ご拝はい謁えつさせていただけること光栄に存じます」

　その時の阿九斗の格好は、オープンテラスの中央の椅子に座り、膝の上にケーナを乗せているというものだった。

　傍はたからは、余よ裕ゆうの態度で周囲の混乱を見下ろしている、と見える。

　しかし、阿九斗当人は周囲のことを気に掛かけている余裕はなかった。

　ケーナの体調に、奇妙な変化が現れていたのである。酔っているようではあるが、その身体はひどく冷たく、触ふれているとまるで凍こごえてしまいそうに感じられた。阿九斗はこの状じよう況きように困り果てつつも、なんとかケーナを抱だきかかえて膝に乗せたところである。




「だ、大丈夫？」

　阿九斗が聞くと、ケーナはか細い声で答えた。

「大丈夫。苦しくはないから……。だけど、ねぇ……」

　そして彼女は阿九斗に顔を向けた。とても哀かなしげな顔をしていた。

「どうしたの？」

「アタシのこと、好きになってよ」

　その直接的であるだけに、純じゆん粋すいで切実な言葉は阿九斗の胸に直接に突き刺ささった。

　しかし、その言葉に答えようとするより先に、阿九斗の手がぴくりと動いた。

　――これは、僕ぼくの意志じゃない……。彼女がやっているのか！

　授業の際に感じたマナの流れが今も身体に感じられる。

　阿九斗の手は意志に反してケーナの髪かみを優やさしく撫で、その腰こしに腕をからめた。

「ダメだよ。僕の手を操っては」

　その言葉に、ケーナは不思議そうな顔になる。

「え？」

　ケーナが嘘うそをついているようには見えなかった。しかし、阿九斗の身体はゆっくりとケーナに覆い被さるように動き、顔は段々とケーナの頬に寄せられていく。

　ケーナは意外そうな顔をした。さすがに、その表情は演技ではできない。

　――無意識のうちにやっているのか！

　阿九斗は驚き、身体を自らのコントロール下に戻もどそうと抵てい抗こうする。が、少し力を入れた程度では自分の意志で身体を動かすことができない。

　――こういうことは良くない。彼女にとっても。

　ケーナの無意識に働きかけようと、阿九斗は声を大きくする。

「離れて！」




「離れよ！　なんとお冷たい！　失礼なことがあったならお許し下さい！」

『ブラック魔王』の面々は、いきなり土下座をかます。

「どうか！　どうかお許しを！　どのようなことでもいたします！」

　もちろん阿九斗は聞いていない。

　会話が成り立っていると『ブラック魔王』の面々が勝手に思いこんでいるだけだ。




「離れ……て？　アナタが近づいてきているのに？」

「君が無意識のうちに僕を操ろうとしているんだ！」




「皆みなの者！　期待を捨てよ！　魔王様に期待することが、かえって魔王様の負担になっている！　だが、我らの願いが届いているということだ！」




「どうしたらいいの……わからない……」

「今まで孤こ独どくでいたことが負担になっている。それを取り戻そうとして無理な力がかかっているんだ」




「魔王様は孤独であられた！　学院に監かん禁きんされ！　ひどい辱はずかしめを受け！　しかし、皆の者よ安心せよ！　魔王様は今こそ力を取り戻そうとされている！」




「孤独……？　アタシが？」

「僕だけを見ていたよね。僕に認めてもらうことだけが幸せだと思いこんでいる」




「その通りです！　我らは魔王様だけを！」

「うぉおおお！　なんとありがたい！　魔王様は我らをご存じだ！」




「だけど……それは、アタシがアナタを好きだから……」

「知ってるさ。だけど、そうじゃない。本当の僕のことを君はまだ知らない」




「素す晴ばらしい！　魔王様が我らに本当の力をお見せ下さる！」

「うぉおお！　神を殺しただけでは本当の力ではないとおっしゃる！　本当の力を！　本当の力を！」




「本当の……アナタ？」

「焦あせることはない。これから少しずつ記憶に残していけばいい。僕は見ているから」




「そうだ！　これより始まる！　伝説が始まる！」

「人々の記憶に残る悪夢を！　忘れられぬ悪夢を！　魔王は見ているぞ！　この世界を細大漏らさず見ているぞ！」




「見ていて……くれる……？」

「ああ。だから、僕の願いを聞いてくれ。君は無理に周囲のすべてを自分の自由にしようとしないでおくれ。そういう気持ちが、僕を縛しばり付けている」




「魔王様はすべてを喜捨せよとの仰おおせだ！　財産を差し出せ！　命を差し出せ！　すべてを捨てて魔王を信しん仰こうするのだ！」

「うぉおお！　来きたるべき世界のために！　来るべき世界のために！」




「そんな難しいことを言われてもわからない……」

「大丈夫。これからはじめるんだ。まずは落ち着いて」

　阿九斗の言葉で、ケーナはようやく阿九斗の身体を操るのをやめた。それと同時に気を失う。ここで、ようやく阿九斗は顔をあげて周囲の様子を目にした。




「落ち着け！　との仰せだ！」

「我らはこの地に腰を落ち着け、来るべき世界のための橋きよう頭とう堡ほとする！」

「このオープンテラスは我ら『ブラック魔王』のものだ！　改造し、常設のライブハウスとする！　どけ！　腰こし抜ぬけの騎士どもよ！　我らの魔王を讃たたえる演奏を聴きけ！　そして絶望の淵ふちに沈しずむがいい！」

『ブラック魔王』の面々は魔ま術じゆつ的てきな演奏を開始した。

「は……はい？」

　阿九斗はさらに悪くなった事態に呆然とするが、時すでに遅おそい。

《鎮ちん圧あつだ！　酔っぱらっている仲間は気にするな！　彼らごと吹き飛ばしてもかまわん！》

　百人長の命令が響く。

　騎士たちは攻こう撃げき魔ま法ほうを撃うち込むが、『ブラック魔王』のボーカルは喉のどを潰したデス声のシャウトを一いつ閃せんさせてこれを防いだ。

「魔王の御前で恥はずかしい戦いなどできぬわ！」

《怯ひるむな！　増ぞう援えんが来るまで戦い抜け！》

　それから閑かん静せいな住宅街の小さな喫きつ茶さ店てんは修しゆ羅らに入った。

　爆ばく発はつ。シャウト。ギターの歪ゆがみ音。まだ続く騎士団の内部告発。それに伴ともなう誹ひ謗ぼう中傷。悲鳴。抗議のシュプレヒコール。

　憎ぞう悪おと爆煙が渦うずを作っている。その中央にいるのは阿九斗だ。ケーナを膝ひざに乗せて悠ゆう然ぜんと座すわっている。もちろん、どうしたらいいかわからず動けないだけなのだが、傍はた目めには何の努力もせずに周囲を混乱の渦に巻き込んでいるように見える。




「ああ、なんと怖おそろしい……」

「あれが魔王の実力……」

「いるだけで騎士団を混乱させ、周囲を混こん沌とんに叩たたき込むなんて！」

　市民たちがそう噂うわさしているのを絢子たちは聞いた。

「なんともひどいことになっている……」

　絢子はつぶやいて周囲を見み渡わたした。どうやら騎士団は自らの不祥事を隠かくすために、すべてを魔王のせいにすることにしたらしい。戦せん闘とうに参加していない騎士たちが市民に混じって適当なことを言っている。

「なんと恥はじ知しらずな……」

　絢子が小刀に手をかけようとするのを、またもころねが制した。

「いえ。ここは二人を逃がすことだけを考えましょう。目くらましがあれば、自分が二人を救出して学院に戻します」

「めくらまし？　それなら私が暴れるしかないじゃないか」

　絢子は気色ばむが、今度は不二子が口を挟んだ。しかも、妙みように落ち着いた声で。

「目くらましなら問題ありませんわ」

「え？」

　振ふり返かえった絢子に、不二子は照れ笑いを見せる。

「ネックレスに過か負ふ荷かがかかっていますわ。もうすぐ、暴走して爆発いたしますの。お恥ずかしいですわ。おほほ……」

「後先考えないで危険なものを持たせていたんですね……」

　絢子は呆れる。

「いいえ。阿九斗様なら大丈夫と信じていましたもの。ほほほ……」

　不二子が無む茶ちや苦く茶ちやなことを言った瞬間に、阿九斗のいた方向から爆煙が上がった。

「今こそ！」

　ころねは手を高くあげて、握った透とう明めいのシートを見せつけた。

「透明カバー！　これをかぶった者は周囲から見えなくなります」

「そんな説明しなくても」

「早く行ってくださいな。逃げますわよ」

　そして、その場から阿九斗たちの姿が消えた。

　そして後には大混乱が残った。

　死者は出ていないが、被ひ害がい総額はかなりのものになったという。喫茶『バフチン』は魔王降臨の地として有名になり、魔王崇すう拝はい者しやのたまり場となったあげく経営が立ちゆかなくなり店主はいずこかへ消えた。そこは今ではブラックメタルバンドのみが出演するライブハウスになっている。




　　　　　○




「僕はデートに行っただけなんだと思ったけど」

　阿九斗はぼやいていた。

　その前には、三人が並んで正座している。絢子、不二子、ころねだ。さすがに絢子が阿九斗に事情を説明したのである。

「済まなかった。私がついていながら」

　絢子が頭を下げる。と、不二子は不快そうな顔を見せた。

「私がついていながら、じゃありませんわよ。自分だけ良い子になろうとしないでくださいます？」

「ええい！　主に先輩のせいです！」

　絢子は怒ど鳴なり、不二子は媚こびるように阿九斗を見上げた。

「わたくしは阿九斗様のことを思って……わかってくださいますわよね？」

「誰のせいでもありません、同どう伴はん喫きつ茶さにしなかったから悪いのです」

　ぼそりところね。

「何を馬ば鹿かなことをおっしゃってるんですの！　大体、監かん視し員いんならもう少し……」

「監視員は干かん渉しようはしないのです」

「この場合はするべきでしょう！　面おも白しろがっていたぞ、明らかに！」

「ええい！　三人ともうるさい！」

　珍めずらしく阿九斗が怒り、謝罪は夜よる遅おそくまで続いたという。







２　ライスプディングが食べたい







「Ｈの仕方を教えてくれませんか？」

　いきなり阿あ九く斗との眼前に顔を突つき出したのは、ケーナである。

　休日の自室である。しかも、起きたばかりのタイミングで。

　阿九斗は扉とびらを開けられた音に気づき、ベッドで半身を起こしたのだが、そのベッドの上に飛び乗ったのがケーナだったという次し第だい。

「え？」

「だから、Ｈの仕方を教えてくださいね」

　ケーナはそう繰り返した。

　――え……と。

　阿九斗は心を落ち着かせる。

　誘さそっているわけではないらしい。女性から誘うならもう少し露ろ骨こつな態度をとるであろうことは不ふ二じ子こでわかっていた。ケーナの顔は無む邪じや気きすぎる。

「この雑誌で見ましたよ。〝特集　Ｈで綺き麗れいになる〟。というわけで、もっと綺麗になりたいので、Ｈしましょうね」

　ケーナは生徒手帳のマナスクリーンに雑誌を映し、それを阿九斗に突き出した。

　女性向けファッション誌だ。確かにケーナが言った通りの特集が組まれている。

「読んだのなら……何をするかわかっていると思うけど……」

　困りつつも阿九斗が言うと、ケーナはわかってはいる、という表情でうなずく。

「理論は知っていますね。しかし、それと実じつ践せんには大きなへだたりがあるのですよ」

　――理論って、何の理論だろう……。

「ど、どこまで知っているって？」

　何を言ったものか困った阿九斗は、マナスクリーンに指をすべらせてページをめくる。

　――確かに、大事なところは書いていないわけか……。

　一いつ般ぱん誌しであるから、露骨な表現は避さけられている。漫まん画が的てきな表現で上半身裸はだかの男女が描えがかれているのがせいぜいだ。

「学術用語が多いみたいですね。わからない単語ばかりです。それも教えて欲ほしいですよ。例えば、フェ……」

　危険な単語を言いかけたケーナだが、阿九斗は慌あわてて言葉を被せる。

「フェルメール。牛乳を注ぐ女で有名だね」

「そうです。フェルメール。しかもミルクがどうこうと書いてありました。それをしてあげると、男性が喜ぶですよ。で、その逆がクン……」

「クンダリーニ・ヨーガ。確かに肉体を活性化させるね。一方では危険だとも言われているけれど」

「おー。さすがに詳くわしいですね。みなが阿九斗はＨのエキスパートだと言っていただけのことはありますね」

　――そんな風に思われているのか……。

　阿九斗は落ち込みかけたが、ここはそんなことよりケーナをどうにかして追い出すのが先だろう。

「え、と。その……ともかく、それは朝からやるものじゃないし……」

「え？　これには、時には一日中やることでより綺麗になろうって書いてありますね」

　――なんて雑誌だ、まったく……。

「い、いや、そういうことは、結けつ婚こんした後でやるものなんだ」

「変ですね。結婚とか書いてありませんでしたよ？　むしろ、他人と結婚している相手とすると危険でスリリングでもっと綺麗になるって……」

　――ますますとんでもないな……。

「両方が同意しないとダメなの」

「じゃあ、やり方だけでも教えてくださいね！」

　ケーナは、ぐっと阿九斗の方に顔を突き出す。

「いや、だから……」

　阿九斗が完全に答えに窮きゆうしていると、上から声がした。

「話は聞かせてもらいました」

　天てん井じよう近くに設置してある扉付きの収しゆう納のう棚だなが開いて、中からころねが顔を出した。夜は阿九斗の部屋のこの位置で寝ねているのである。

　――また話がややこしくなりそうな……。

　阿九斗はそう思ったが、止める暇ひまもなく、ころねはすたりとベッドの前に降り立ち、ポシェットからアブラナの花を一輪、取り出した。

「いいですか？　花にはおしべとめしべというものがありまして……」

　初期の性教育をくそ真ま面じ目めな顔ではじめるころねに、これまた真面目にケーナはうなずいた。

「おー。それでどうなるのですか？」

「このおしべには花粉が入っていまして、それがめしべに受粉を……」

「あー、もういいから！」

　さすがに阿九斗は起きだして、ケーナところねを部屋から押し出す。

「おー。ダーリン、ひどいね」

「まだ説明はこれからなんですが……」

「勘かん弁べんしてくれ。そもそも僕は、今日は一人で考えたいことがあるんだ」

　阿九斗は言った。それは追い出したいがためのでまかせではなく、本心だった。

「一人で考えたいことですか？」

　ころねが聞くと、阿九斗はうなずいた。

「ごめん。今日の午前中だけは放っておいてくれないか？」

「しかし、監視員としての仕事ですので、どのようなことかは聞いておきたいかと」

　そのころねの言葉に、少し考えた後、阿九斗はこう答えた。

「将来の問題だよ。この学院を卒業できるかどうかに関係している、と言ってもいい」

「それは深刻ですね。では、午前中は誰も入れないようにしましょう」

　ころねは言った。

「じゃあ、その間、Ｈのやり方をころねから聞いておくね！　午後になったらＨしにくるからね！」

　ケーナは元気に言った。

「いや、それはしなくていい。説明も……なるべくならしないで欲しい」

　阿九斗は言った。

　ころねが聞こえているはずなのに、何も反応しなかった。




　　　　　○




「こういうものを使うと、より健康になります」

　ころねが言いながら、ボタンを押すとぶるぶる震ふるえる棒状のものをケーナに見せる。

　ケーナはそれを面白そうにぶるぶるさせながら振り回まわした。

「おー！　これは健康になりそうな気がしますね！」

　阿九斗の部屋は一階にある。その窓の外は芝しば生ふの庭だ。そこにころねとケーナは座っていた。話している内容はもちろん、ころねのいい加減な性教育だ。

「ちょっと……不ふ穏おんなものを持ち出して何をしているんですの？」

　そこに顔を出したのは不二子である。
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「いえ。不穏なものと言っても、これはマッサージ器ですから」

「……それは確かに、そのようなおもちゃには、大たい抵ていがジョークグッズと書いてありますけれどもね……」

　ころねが妙なものを持ち出しているのはいつものことなので、不二子は特にそれ以上のことは質問せず、話を変えた。

「阿九斗様は中にいらっしゃるのでしょう？」

「いますが、午後までは中に人を入れないように、と」

「……まだ、怒っていますの？」

「いえ、将来のことで重大な決断をするので、少し考えたいと言っていました。学院をやめるか否いなか、ということまで含ふくまれた決断と思われます」

「なんですって？」

　不二子は驚おどろく。そして脳のう裏りに浮うかんだ考えをそのまま言葉にする。

「それじゃあ、いよいよ、魔王になって、わたくしと結ばれるという決断をなさったのですね！」

「さぁ、それはわかりませんが」

　ころねの反応は冷たいが、不二子は聞いてはいない。

「ほほほほ！　わたくし大勝利！　さぁ、わたくしも今後のことを考えませんと！」

「今後のことですか？」

　ケーナが不二子の言葉を聞いて、不思議そうに口を挟はさむ。

「そうですわ。阿九斗様はわたくしとの今後のことを考えているのに違ちがいありませんわ！」

「今後のことというのはわからないけど、ダーリンは、午後にはアタシとＨするんですよ」

　無邪気にケーナは言った。

　不二子は凍こおりついた。信じられないものを聞いた、というように頬ほおだけをひくつかせた。

「な……なんですって？」

「だから、あたしとＨするんですね！　子種を入れてもらって受精するんですよ！」

　ケーナはニコニコしている。

「おもちゃもいっぱい使ってもらいますね！　それに、フェ……フェ……なんとかで、ミルクを注いでもらって飲むからお肌はだがつやつやになりますね！」

「な……な……なんですってぇええええ！」

　不二子は絶ぜつ叫きようした。「嘘だっ！」とばかりに首を振り、ケーナのことをびしっと指さす。

「あなた、いきなり何を抜ぬかしてますの！　あんまりボケたことぶっこいてらっしゃいますと、簀す巻まきにしてタマゾン川に浮かべますわよ、このスベタ！」

　ケーナはきょとんとしたままだ。

「おー！　なんですか、いきなり！　アタシは午後の予定を言ったまでです！」

「その予定というのが嘘に決まってますわ！　阿九斗様に直接聞けば……」

「ダメですね。午前中は入るなって」

　ケーナが言うと、不二子は血走った目でケーナをにらんだ。そして、何かに気づいた、というように手を叩くと、獲え物ものを見つけた殺さつ人じん鬼きの目になり、こうつぶやいた。

「そうですわね。そういうことなら、午前中にあなたを始末すれば、阿九斗様の真意を確かめる必要はありませんわね」

「ちょ、ちょっと、なんですか？」

　ケーナは身の危険を感じたのか、立ち上がって後ろにじりじりと下がる。

「良い子だから、殺されてくださいな！　アタシと阿九斗様の未来のために！」

　不二子は右手を振り上あげた。

　しかし、それより一いつ瞬しゆん早く、叫さけび声ごえと同時にケーナは光球を撃ち出した。反はん撃げきを予測しておらず、一瞬、対応の遅おくれた不二子は爆発で吹ふき飛とばされる。

「きゃああ！」

　不二子は中庭に吹き飛ばされる。

　しかし傷は浅い。服の一部が焦こげた程度だ。

「や……やりましたわね！」

　起きあがりざまに不二子はケーナに同じ攻こう撃げきを返す。

　その爆発をすんでのところでかわし、ケーナは、慌てて逃にげ出した。

「のぉおおお！　一体なんなんですかー！」




　　　　　○




「男だん子し寮りようの中庭が騒さわがしいと思って来てみたが……何があったんだ？」

　絢じゆん子こが中庭にやってきたのは、不二子がケーナを追いかけ回しはじめてからしばらくしてのことだった。中庭には、ころねだけが座っている。

「紗さ伊い阿九斗のことをめぐって、江え藤とう不二子とケーナ・ドロンズとの間に抗こう争そうが勃ぼつ発ぱつしました」

　ころねは言った。

「しょうがないな。そういうことなら、彼かれに止めてもらえばいいじゃないか」

　絢子は阿九斗の部屋を指さした。

「いいえ。午前中は邪じや魔まをするなと言われています」

「……困った奴やつだな。何が問題になっているんだ？」

「二人の抗争そのものは些さ細さいなすれ違いですが、紗伊阿九斗が部屋にこもって考えているのが、学院をやめるかどうかまで含めた重大な決断について一人で考えたいため、ということが問題視されています」

「それは、本当なのか？」

　絢子が聞くと、ころねはうなずいた。

「はい」

「ちょ、ちょっと待ってくれ。一体、何に悩なやんでいるというんだ？」

「詳しよう細さいは不明です。自分にも言いませんでしたから」

　ころねが言った。

　――そうか。やっぱり、彼には負担をかけすぎたかもしれない。だが、私に一言相談があってもいいじゃないか……。考えてみれば、彼は普ふ通つうの奴ならひきこもりになってもおかしくないくらいの扱あつかいを受けている。ここで私が支えになってやるべきか……。

「なにをブツブツ言っているんですか？」

　ころねに言われて、絢子ははっとした。

「い、いや！　ここで慰なぐさめて彼といい感じになろうなんて思って……」

　そして、自分が思わず口走ってしまったことに気づいて、絢子は顔を赤くした。

「そうですか。ご自由になさるといいと思いますが、午後までは入れませんよ」

　ころねが言った。

　絢子は誤ご魔ま化かすように手を振る。

「いやいやいや！　そんな、そんなことは企たくらんでいない。本当だ。ま、まぁ、午後まで待つ……いや、その前に二人の争いを止めないとな。はは、はは……はは……」

　絢子はその場を離れる。

　――考えることを口に出す癖くせは直さないと……。いや、そんなことはいい。それよりも、二人の喧けん嘩かを……。そ、そうか。その原因を探さぐれば簡単に止められるな。うん。そうしよう。そのためには、どうしたら……。そうだ。多少悔くやしいが、あの人間ステルスの力を借りれば……。彼かの女じよなら、ころねの目をかいくぐって彼の部屋にはいることができる。

　絢子はひとりうなずいた。




　　　　　○




　その人間ステルスは、部屋で一人、緊きん張ちようした面おも持もちでいた。

「ふふふふふ……。この貴重な一パック……誰だれにもあげられないんだから！」

　緊張しつつもにやけている。赤毛がひょこひょこと楽しげに揺ゆれている。

　もちろん曽そ我がけーなである。

　部屋で一人で机に座り、陶とう器きのカップに入った白いゼリー状の食べ物を見つめている。

「これが伝説の魚うお沼ぬま産コシヒカリで作ったライスプディング！　製造量も少なく、なかなか手に入らない貴重品！　やっと手に入れたんだから！」

　ライスプディング。レシピはいろいろあるが、一番簡単なものは、砂糖を溶とかした牛乳でお粥かゆを作り、それを冷やすというもの。その作り方ではご想像の通りの味になる。海外ではそれなりに食べられているものだが、主食が米のこの帝てい国こくでは人気はあまりない。

　今、ケーナが目の前にしているものは、米を完全に溶かし、ココナッツミルクで仕上げるなどして、それなりにデザートとしての完成度を高めたものだが、やはり人気があるとは言い難がたい。貴重品とは言うが、別の言い方をすれば人気がないから生産量が少数なだけである。

　とはいえ、世間には何にでもマニアがいる。けーながいつも閲えつ覧らんしているお米メーリングリストやら、お米掲けい示じ板ばんやら、お米コミュやらでは、伝説とされているメーカーのライスプディングである。喫きつ茶さ『バフチン』事件の際にけーながいなかったのは、これを手に入れるために走り回っていたからである。

「ライスプディングはお米の甘あまさと砂糖の甘さの調和が決め手なんだよね。でも、これはさらにココナッツミルクの甘さ、さらに果実の甘さが加わり、絶ぜつ妙みようなハーモニーを奏かなでるの！　ふふ……うふふ……食べていないのに、もうよだれが……」

　けーなはスプーンを手に取った。

「では、早さつ速そく……」

　その瞬しゆん間かん、寮りようの扉が開かれた。

「けーな、頼たのみがある！　手を貸してくれないか？」

　絢子が部屋に入ってきた。

「ふえ？」

　けーなはライスプディングに夢中になっていたため、絢子の言葉を聞き間ま違ちがえた。いや、正確には最後の言葉しか耳に残らなかった。

　　　　「けーな、頼みがある！　……くれないか？」

　　　　「……くれないか？」

　　　　「ライスプディングをくれないか？」

「ひ、ひぃいい！　いやぁあああ！」

　ライスプディングは渡わたせない。けーなは素す早ばやくカップを掴つかむと、戸口に立っている絢子に向かって突とつ進しんする。

「お、おい、何を……」

　絢子はけーなを押さえようとするが、その瞬間、けーなは右足を踏ふみ出して身体を沈め、その沈む力を利用してそのまま身体を前に倒たおした。右足が着地しても身体を起こさず、そのまま左足を引きつけつつ身体を半回転。そして、滑すべるように絢子の脇わきを駆かけ抜けた。

「な……！」

　絢子は絶句した。

　魔ま術じゆつ抜ぬきの個人戦闘では絶対の自信を誇ほこる絢子である。それが脇を抜かれたのだ。

「こ、これは、古武術の技、縮地！」

　縮地。踏み出した足の先に身体の重心を置くことで、数歩の距きよ離りを一瞬にして移動する技である。

　けーながこれを体得していたとは思えない。ライスプディングへの執しゆう着ちやくが生み出した集中力が、この場に一番適した身体の使い方を本能的に選せん択たくさせたのだ。後に絢子はそう語っている……。それはともかく、絢子は脇を抜かれた。けーなは寮の廊ろう下かを走っていく。

「ちぃ！」

　絢子は後を追った。もちろん、足は絢子の方が速い。だが、そう簡単にはいかないことも絢子はわかっていた。

「やはり……！」

　けーなが角を曲がるまでに捕とらえられなければ、絢子の負けなのである。

　廊下にはけーなの服が脱ぬぎ捨すてられていた。

　姿を消されてしまうと、絢子としては追つい跡せきの手段がない。

「しまった……。いや、それにしても、なんでけーなは逃げ出したんだ？」




　　　　　○




「ここまでくれば……」

　けーなは男子寮の壁かべの物もの陰かげに隠れた。全ぜん裸らにカーテンを巻きつけただけの姿である。逃げる途と中ちゆうで適当な教室の窓から取り外したものだ。

「男子寮の近くなら、絢子ちゃんも追ってはこないはず。さぁ、ライスプディングを食べないとね！　思わぬことでお外で食べることになったけれど、青空の下で食べるライスプディングもまた格別に違いないし……」

　よだれを流さんばかりの表情でスプーンを白いプディングに突き立たてようとした、その瞬間。

　どおおぉおん！

　けーなのすぐ傍そばで爆発が起こった。

「ケーナぁあああ！」

　不二子の怒いかりの声が響ひびく。続いて不二子本人が突っ込んでくる。

「ええええ！　どうして！」

　けーなは逃げ出した。不二子の叫びはもちろんケーナに向けてのものだが、発音だけとってみれば、けーなは自分の名を呼ばれたことになる。

「ど、どうして、先せん輩ぱいまで……」

　けーなはカーテンを脱ぎ去って姿を消し、ライスプディングのカップを握にぎって逃げる。

「ケーナぁああ！　どこに行きましたの？」

　不二子は鬼おにの形相でケーナの姿を探す。

「や、やっぱり、あたしのことを探して……。はっ！　まさか……！」

　けーなは自らの手の中のライスプディングを見つめた。

「こ、これを手に入れたことがばれてしまったんだわ！　絢子ちゃんに先輩まで狙ねらっていたなんて知らなかった……」




　　　　　○




「どうして追ってくるかわかりませんね！　午後のＨの仲間に入りたいなら三人でやればいいじゃないですか！」

　ケーナは不二子から逃げ回りながら光球を撃ち込み、軽かろやかに跳とび回る。

「三人……ってのも、ちょっといいかもしれませんわ……って、そんなことできませんわよ！　わたくしだけの阿九斗様！」

　不二子も負けてはいない。激しく応戦しながらケーナの後を追う。この頃ころには不二子も本気になっていた。本来苦手な光球を使わず、あらかじめ仕込んで持ち歩いている薬物の入った小こ瓶びんを駆く使ししてケーナを追いつめていく。ケーナの服にマーカーになる薬品をつけ、その居場所を見つけ出し、光球を自動追つい尾びさせる。

　と、その騒ぎを聞きつけて、生徒たちが集まってきた。

「何だ、何だ？」

「不二子様が留学生と戦ってる？」

「加勢するぞ！　あの温おん厚こうな不二子様が戦うなんて余よ程ほどのことだ！」

「留学生に粗そ相そうがあったに違いない！」

　集まってきた生徒たちは、口々にそんなことを言い、不二子に加勢する構えである。

「な、なんでいっぱい集まって来たね？」

　ケーナはさらに戸と惑まどうが、不二子はここでいきなり態度を変えた。

「皆みな様さま！　危ないですからお離はなれになって！　あの方がいきなりわたくしを襲おそったんですのよ！　しかも、卑ひ猥わいな言葉を叫びながら！　危険な野や獣じゆうと同じですわ！」

　すっとぼけてしなをつくる不二子である。

　もちろん、集まってきた生徒たちは不二子の言葉を頭から信じた。

「許せない！」

「なんてこと！　おしとやかな不二子様に！」

　怒りを口にしながら、ケーナ追跡に加わる人数が増えていく。休日で暇なことも手伝い、寮に残っている生徒たちは連れだってこの祭りに参加しはじめている。

「な、な、なんで？　どうして？　違うね！　でたらめね！」

　ケーナは抗こう議ぎするが、誰だれ一ひと人りケーナの言い分を聞く者はいない。こうなっては猟りよう犬けんに狩かり出される兎うさぎみたいなものだ。

「いやぁあああ！　どうしてこうなるか！」

　ケーナはさらに逃げる。

　そして、その途中、角をどちらに曲がったか迷って立ち止まった瞬間――。

　どんっ！

「ひゃ！」

　ケーナは見えない何かにぶつかって転ぶ。

　見えない何かというのは、もちろん、けーなのことである。

　しかし、ケーナには不思議がって立ち止まる暇はない。追っ手が迫せまってくるのだ。ケーナは慌てて走り去る。




　　　　　○




「痛たた……」

　けーなも地面に転がってはいるが、ライスプディングのカップだけは落とさぬように死守している。そのため素すっ裸ぱだかのまま大おお股また開きになっているが、透明になっているため、何の問題もない。

「ふ……ふぅ。危なかった……」

　けーなは、何があった、ときょろきょろしているケーナから逃のがれるべく立ち上がった。

　と、そこに不二子を筆頭に、生徒たちの集団が押おし寄よせてきた。もちろん、転んだケーナを狙ってのことだが、生あい憎にくとけーなはそんなことに気が回るタイプではない。

「や、やっぱり、このライスプディングをこんなに沢たく山さんの人が狙っているのね！」

　けーなは力強く、確信を持って言った。

「こ、これは、もう、逃げながら食べてしまうしかないかしら……」

　ごくり。

　唾つばを飲み込むけーなである。

　しかし、ぶんぶんと首を横に振った。

「いいや！　最高の状態で食べないと職人さんに失礼だわ！　これだけの手間がかかった最高のお菓か子しなんだもの！」

　そしてけーなは本気で逃げることにした。

「誰も来ないところへ……。そうだ！　屋上には出られないように鍵かぎがかかっているところがあった！」

　けーなは走るのをやめて、空に舞まい上がる。

「屋上で食べるライスプディング！　それはきっと最高に違いないわ！　ああ、白くて、つるつるで、ほんのり甘くて、それはきっと雲を食べているような味よ！　そうね、それはとても青空によく似合う！　まるでサンマに大根おろしとスダチのように！　いいえ、別の食べ物のことを考えたら味の感覚が鈍にぶるわ！　そう、まるで朝あさ露つゆとテントウムシのようにぴったり！　できる限り空に近づくの！」

　けーなはうっとりとそう言いながら空に舞い上がる。




　　　　　○




「ふう。毎度、問題ばかり起こしてくれる」

　生徒会長であるリリィ白しら石いしは、自分だけが持っている秘密の鍵で、屋上に続くドアを開けた。人が来ない広い場所が欲しかったからだ。昨日の街での騒そう動どうで近きん隣りんの住民からの苦情はひどく、さらには騎き士し団だんからも突き上げを喰くらって苛いら立だっていた。それを少しでも解消しようと、屋上に持ってきたサンドバッグを殴なぐりつけて一暴れしようというのである。

　飛ひ翔しよう魔ま法ほうが当たり前の生徒たちだが、屋上への進入禁止は律りち儀ぎに守られている。そもそも、屋上に入ってはいけない、ということになったのは、先だっての戦争で屋上に大穴が開いたからだ。そこでスハラ神の大司祭が死んだという噂が都合良く流れており、飛べる者にしても、気味悪がって近づかない。

「ふむ。やはり誰もいないな。ここにずっと設置しておいてもいいか」

　リリィは念動力で持ち上げていたサンドバッグをフェンスから延びているポールにつるした。ぽすん、ぽすん、と試ためし打うちをしてから、ぐい、と振りかぶる。

「大体、あの男が街に出るのが悪い」

　リリィは、どすん、とサンドバッグを一発。

　ぎしぎしと音を立ててサンドバッグが揺れた。

「それに何があったのか知らんが、大体想像はつく。江藤不二子が妙なことをしたに違いない」

　どすん、どすん。

「それにしても、騎士団の対応！」

　どすん、どすん、どすん！

「不ふ祥しよう事じを隠すためにうちの生徒のせいにするとは良い度胸だ！」

　どす、どす、どす、どす、どす、どす！

「ああ、いらいらする！　毎日毎日カルシウムをかじっても間に合わん！」

　ずどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど！

　リリィは凄すさまじい勢いでサンドバッグを連打しはじめた。

　そこに姿を隠したけーなが飛来する。

　けーなは、リリィの言葉を途中からしか聞いていなかった。

「毎日カルシウムをかじっても間に合わない……？　はっ！　生徒会長さんまで、このカルシウムたっぷりのライスプディングを狙っているっていうの？　しかも、あんなに夢中にサンドバッグを叩たたいて……。よっぽどこれが欲しいんだわ！　それにしても、どうして、学園中に広まってしまったのかしら……」

　けーなは屋上の給きゆう水すい塔とうの陰かげに隠れた。




　　　　　○




「あっちですわ、不二子様！」

　生徒の一人が屋上を指し示す。

「あっちに逃げたんですのね」

　不二子たちは階段を駆け上がる。

　不二子たちはケーナの服につけたマーカーをたどっているのである。しかし、今、そのマーカーはけーなの身体に付着していた。当然ながら、不二子たちはそんなことをつゆほども知らない。

「進入禁止の屋上？」

　不二子たちは屋上の扉とびらの鍵がかかっていることに気づく。

「構うことはありませんわ。進入禁止の理由は、大穴が開いて工事中だからと言うもの。そこに隠れているなら、追いつめたも同然ですわ！」

　不二子の言葉で勢いづいた生徒たちは魔ま術じゆつでドアを吹き飛ばした。

　どん、という爆ばく発はつ音おんと共にドアが屋上を滑っていく。

「行くぞ！」

　不二子とその取り巻きたちは一いつ斉せいに屋上になだれ込んだ。その数、今では実に二十人。

「どこだ！」

「出てこい！」

「逃げられないぞ！」

　二十人はわらわらと屋上に拡ひろがる。そのうちの一人が、先さき程ほど吹ふき飛ばしたドアを踏みつけた。そして、そのドアの踏み具合が妙なことに気づく。ドアがもぞりと動いた。

「う、うわ！」

　声をあげて飛び退のいた。

　ドアの下から、のそりと出てきた影かげがあった。つまり、吹き飛ばされたドアの下した敷じきになっていたのである。

「おい、これはどういうつもりだ？」

　もちろん、ドアを持ち上げて下から出てきたのはリリィ白石である。

　額には青筋が浮いている。飢うえて人を襲うようになった野犬ですら逃げ出だすような素す敵てきな表情で生徒たちをにらみつけた。

（喧嘩の）実力第一のこの学院にあって生徒会長を張っているのだから、リリィはもちろんなみの生徒ではない。その恐おそろしさは学院中に知しれ渡っている。生徒たちは友達と思ってイタズラをしかけた相手がヤクザだったときの表情になった。

「い、いえ……気づかなかったんです。まさか、そこにいらっしゃるなんて……」

「なんだと？　小さくて気づかなかった、とでも言いたいのか？」

　言いがかりである。単に自分の背が低いことを極度に気にしているだけである。

「い、いえ……そんなことは……。し、失礼しました。僕ぼくは細かいことに気が回らない性格ですから……」

　その生徒の失言は見事なまでのピンポイントでリリィの急所を貫つらぬいた。

「き、き、貴様ら……」

　苛立っていたことも手伝って、リリィのその手がかぶっていた小こ粋いきな帽ぼう子しのつばにかかる。その帽子の前後を入いれ替かえることこそ、リリィが激げき怒どしたことを示すサインなのだ。

「生かしておかんぞ！」

　帽子が反転した。

　その次の瞬間、二十人が一度に宙に舞い上がっていた。リリィの手が千手観音のごとくに増え、その一本一本がゴムのように伸のびて、一人当たり十発ほどのパンチを瞬しゆん時じに撃うち込んだのである。

「夜空なら全員を星座にしているところだ。昼間で助かったな」

　リリィがそう言った直後、生徒たちは、ざしゃあ、と頭から屋上に突っ込んだ。

　そして、リリィは残った一人をにらみつけた。

「ほ……ほほほ……ちいさ……ちょっとした間違いじゃありませんこと？」

　不二子は笑って誤魔化そうとした。

　さすがの不二子も生徒会の三役以上とは直接には喧嘩をしないことにしている。

「今、小さいとか言いかけたよな？　ああん？」

　リリィは言いがかりをつける。

「ふ……ふふ……。こうなってはやるしかありませんわね。皆みなさんも気絶していることですし、本気を出しても大だい丈じよう夫ぶですからね！」

　不二子は逃げられぬと見て開き直った。ずばっ、と一息で制服を脱ぎ捨てる。その下から現れたのはボンテージ風の革スーツだ。

「ケルベロス！」

　不二子が呼ばわると、屋上に疾しつ風ぷうのように巨きよ大だい犬が出現した。あの戦争以来、魔ま獣じゆうはなりをひそめたが、不二子もこの一匹ぴきだけは可愛かわいがって飼っている。

「てめぇ、こら、楯たて突つくとは良い度胸じゃねぇか」

「成り行きとはいえ、やることになったからには、本気でいかせてもらいますわ！　そうですわね。勝ったら生徒会長の座、いただきますわ！」

　二人ともすでに今まで何をしていたのかすっかり忘れているようだった。

　リリィとケルベロスにまたがった不二子が向かい合う。

　その間に緊張感が膨ふくれあがる。誰かが合図をすれば、同時に二人とも動いたであろう。だが、その瞬間、壊こわれたドアから中に入ってきた者がいた。

「先輩！　ころねとドロンズから聞きましたよ！　何をやっているのです……！」

　屋上に現れたのはケーナを引き連れた絢子だった。

　絢子はけーなを追いかけている時に、ケーナとばったり出会い、事情を聞いたというわけだった。ケーナは今のところは、不二子がいきなり襲ってきた、としか事情を説明していない。

　そんな絢子にとってみれば、どうしてリリィと不二子がにらみ合っているのかは皆かい目もくわからない。

「な、何をしているのですか？」

　改めて聞いた。

　ところがリリィも不二子ももう喧嘩の細かい理由はわかってはいない。

「ふん、晩飯のおかずのことでもめたのさ」

　これはリリィ一流のジョークである。それに皮肉好きの不二子も乗っかった。

「生徒会長の方がどうしても量を多くいただきたいんだそうですわよ。お胸の方が早く大きくなりたいって」

「てめぇ、死んだぞ、今……」

　リリィの表情がさらに鬼き気き迫せまる。子供が見たら一生のトラウマになりそうな顔だ。

「二人とも、待ってください、さすがに、見過ごすわけには……」

　絢子が割って入ろうとするが、それと同時にリリィの伸びる腕うでのジャブが放たれた。

　ぱしいっ！

　絢子の額にリリィの拳こぶしが弾はじける。邪魔をするな、という意味あいの手加減しての一いち撃げきである。

　しかし……。

「止めるな。地下でもボクにかなわなかったじゃないか、キミは」

　リリィのその一言が、よろめいてしゃがんだ絢子の瞳ひとみに火をつけた。

「会長……撤てつ回かいしていただきましょうか、その言葉！　もう私はかつての私ではない。夕食のおかずのもめ事とやら、加わらせていただきます！」

　絢子は、すらりと腰こしのものを抜き放った。家宝である『ソハヤノツルギ』である。スハラ神により超ちよう絶ぜつ的な力を与あたえられている刀である。神なき今、その力はかなり低下しているが、それでも一流の宝刀である。所有者のマナを一気にブーストさせる能力は今も健在だ。

　七色の輝かがやきが刀身に走り、絢子の身体をマナが覆おおう。

　そのただならぬ威い圧あつ感に、リリィも本気になった。

「いいね、その顔！　その力！　乗って来ちゃったよ、ボクも！　さぁ、二人まとめてでもかまわんぞ！」

　風吹きすさぶコンクリートの丘おか。気絶した生徒たちの中、立っているのは三人の美少女。それぞれに違う優美さと力強さをまとい、戦せん闘とうの気配に身体を緊張させる。

　絵になる光景だ。誰もどうして戦うことになったのかすら把は握あくしていないことを忘れれば、だが。

「いやぁあああああ！」

　最初に仕し掛かけたのは、やはりリリィだった。二人を同時に相手取るとの言葉は嘘うそではなかった。伸ばした手の連撃を、不二子と絢子の両方に撃ち込んでいく。

「避よけなさい！」

　不二子はケルベロスに命じ、その獣けものの反射速度に任せる。巨大な三首の犬は複数の同時攻撃を前に怯ひるむことなく、華か麗れいに左右にステップしてこれをかわす。

　一方、絢子はマナによって分身を作り出していた。激しいリリィの攻撃を受けた分身は四散。絢子の本体はすでにそこにはいない。

「ちぃ！」

　リリィは絢子の姿を探した。

「セオリーでは上……と見せかけて下か！」
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　寸前でマナの流れを感じて見切ったのはさすがにリリィである。小ジャンプをして足あし下もとを払はらう攻撃をかわしている。

「これをかわすか！」

　コンクリートの床ゆかを偽ぎ装そうしたシートをマナで作り出してその下に潜ひそんでの攻撃であった。その必殺の一撃をかわされ、絢子は低い体勢のまま隙すきを作ってしまう。

「ふん！」

　リリィは拳を下に向けて放とうとする。が、それより早く不二子が動いた。

「相手は一人じゃありませんことよ！」

　不二子の放った鞭むちの一撃がリリィを襲う。ジャンプしている瞬間を狙っての攻撃だったが、マナで飛ひ翔しようできる者にとっては、その瞬間は隙にならない。空中で制止して、鞭をマナをまとった手刀で切きり裂さく。

「しまった……！　などとは言いませんわ！　わたくし、肉体派じゃありませんもの」

　鞭を切らせたこと自体が不二子の計略であった。鞭自体をそこで手放して投げる。鞭は意志を持ったようにリリィに巻き付く。

「なんだと！　あらかじめ仕込んでおいたか！」

　リリィが驚きの声をあげる。胴どう体たいを鞭で締しめ上げられ、痛みにリリィはうめく。

「ほほほほ！　真っ正面からやって勝てるなんて思ってはおりませんわ！」

　不二子は勝かち誇るように笑う。

「卑ひ怯きような！　道具に頼たよるとは！　素す手でで来い、素手で！」

　リリィは文句を言いつつ、それでも腕を伸ばすが、肩かたがつかえない分、パンチという速度にはならない。不二子はケルベロスでひょいひょいと腕の追つい撃げきをかわす。

「素手なんて野や蛮ばんなことできませんわ！　それにしてもそのように縛しばられているのなら、お胸がしぼられて鞭の間からむにゅりと出て見ている方へのサービスとなるはずですのに、あなたの体形ではそれもできませんわね。ほほほ」

「うがぁああ！　泣かす！　泣かす！」

　リリィはわめき、不二子は笑う。

　が、その笑いが凍り付ついた。

「恥はじ知しらずなことを！」

　その叫びと共に鞭が切り裂かれた。リリィの身体が自由になる。不二子がそれに驚く暇ひまも与えず、驚くべきことに動き回るケルベロスの首の上に立った影がある。絢子が不二子を見下ろして仁に王おう立ちしていた。

「あなたとはいつかきちんと話をしなければと思っていました！」

「そうね、わたくしもあなたの生き真ま面じ目めさに苛立っていたところですわ！」

　不二子は素早く攻撃に転じようとするが、ケルベロスがよろめき、絢子も素早くその場を離れなければならなくなった。

「どっちにしろまとめてやっちまうだけだ！」

　リリィが拳を不二子と絢子に向けて闇やみ雲くもに撃ち込んできたのである。

「おふざけでないですわ！」

　ケルベロスを駆り、不二子が咆ほえる。

「乱戦を望むなら、やってやるだけ！」

　絢子が分身を作り出し、リリィと不二子の両方に正対した。リリィは真っ正面からそれに応じ、不二子も乱戦にすべくケルベロスを動き回らせた。

　戦闘は激化、事態は混乱し、混こん沌とんが屋上に出現した。

　その様子を見守っていた者が二人いる。

　けーなとケーナである。

　隠かくれて見守っていたけーなは、妙みような誤解をしていた。

「ああ！　このライスプディングのせいで大変なことになってしまったわ！　夕食のおかずってこれのことに違いないもの！　ああ、どうしたらいいの！　素敵なライスプディング！　それのせいで友達同士が戦い合う！　世界が平和にならないことがこんなにもつらいなんて！」

　けーなは悲劇のヒロインのようなことを言う。祈いのる乙女おとめのポーズで上に捧ささげあげているのは、その手の中にしっかりと握ったライスプディングのカップである。

「な、なんでこんなことになったんだか、まったくわからないね！」

　一方、絢子とともに屋上にやってきて、放置される形になったケーナは呆ぼう然ぜんとしている。

　しかも、ひどいことにはケーナの方には、戦闘のとばっちりが飛んできた。

「きゃ！」

　コンクリートの破は片へんがケーナに降り注ぐ。

　ケーナは手でかばっているが、その額に小さな石が当たる。

「痛いっ……！」

　ケーナが額に手をやった。その指に少量の血が付く。

「血！　いやぁあああ！　痛い！　いやぁああ！」

　血に気づいたケーナが泣なき叫さけぶ。

　しかし、戦っている三人はそれに気づかない。

　さらに、ケルベロスがはき出した炎ほのおをリリィが払い、その一部がケーナに向かって飛んでいく。

「危ない！」

　ケーナの身体が、横に向かって飛ばされた。透とう明めいのけーなが体当たりを行い、炎の飛沫しぶきからケーナを守ったのである。

「きゃああ！」

　転がったケーナはいきなりのことに驚く。ここでようやく三人も異変に気づいた。

「ん？」

「なんだ？」

「なんですの？」

　転がったケーナの方に顔を向けた三人が見たのは、姿を現しはじめたけーなだった。

「やめてぇえええ！」

　けーなは両手を拡げて、戦争を止める乙女のポーズで叫んだ。

「戦いをやめて！　どうか！　どうかお願いだから！」

　涙なみだを流すけーなである。だが、三人は女であるだけに、少女の涙にはそれほど弱くない。

「し、しかし、これは不正を正そうとしての戦いだ」

　絢子が口ごもりつつも言う。

「だけど、ドロちゃんが怪け我がしているよ！」

　けーなの反論に絢子は黙だまったが、不二子は首を縦には振ふらない。

「もとはといえば、その子の態度が問題ですのよ！」

　リリィも巻き込まれた立場だけに、そうそう鉾ほこは納めない。

「いきなり吹き飛ばされて、黙っているわけにもいかないんだよ」

「やめて！　喧嘩の原因はわかっています！　だから……」

　けーなが膝ひざをついて、前にライスプディングのカップを差しだした。

「これはみんなで分けましょう！　それでいいはず！」

　いきなりのその行動に、三人はカップを不思議そうに眺ながめた。

「……なんのこと？」

「というか……」

「それはなんですの？」

「何を言っているんですか！　これは、ラーイスプディング！　伝説の魚沼産コシヒカリで作った究極の一品！　そのお米はなめらかに濾こされ、ミルクと絶妙にマッチ！　それを食べたものは天にも昇のぼる心地ここちになると言う天界の味！　風味絶ぜつ佳か！　〝一日のはじまりにはライスプディングを、一日の終わりにもライスプディングを〟かの魯ろ山さん人じんもこのように絶賛したという至高のメニュー！　新聞社主しゆ催さいの人生の最後に食べたいメニューアンケート堂々の一位！」

　けーなはうっとりとした表情で説明をするが、三人は顔を見合わせる以外にすることがない。

「らいす……ぷでぃんぐ？」

「食べたこと無いけどな」

「簡単に言えばミルク粥がゆですわ。甘く味付けしないものは、まさにミルク粥の味ですし、甘くお菓子のように作ったところで、普通のプリンとさほど違ちがうものにはなりません」

　冷れい淡たんに不二子は言った。

　リリィが馬ば鹿か馬ば鹿かしそうに不二子を見る。

「あれが原因？　もしかして、そんなもののために屋上のドアを吹ふき飛とばしたっての？」

「そんなはずありませんわ！　またあの子の馬ば鹿かな誤解に決まってます！」

「それはそうでしょうけど……。あー、なんか馬鹿馬鹿しくなってきました」

　絢子がため息とともに刀を納める。

「またにしておくか……」

　リリィも肩を落とした。

「そうですわね、帰っていいですわよ、ケルベロス」

　不二子がケルベロスを巣に帰して、自分は制服を着込んだ。

「よかった！　みんなわかってくれたんだね！　さぁ、食べよう！　みんなで！」

　けーなはライスプディングを綺き麗れいに五等分すべく苦く慮りよしはじめたが、三人はぞろぞろとその脇を通り過ぎていく。

「とりあえずお疲つかれ」

「お一人でどうぞ」

「どうしても食べたければ生徒会予算で買うからいいわ」

　そう言われてきょろきょろするけーなである。

「え？　じゃあ、一人で食べていいの？　あ、でもドロちゃんは別だよね？」

　けーなは泣いていたはずのケーナの方を見た。ケーナは無む邪じや気きに目を輝かせてライスプディングを見ていた。馬鹿みたいに純じゆん粋すいなところがあるケーナである。どうやらけーなの説明を頭から信じたらしい。

「そ、そんな素す晴ばらしいものを分けてもらえるなんて！　いいんですか、本当に？」

「うん、いいよ。一いつ緒しよに食べよう！」

　けーなとうなずきあうケーナである。

　と、そのとき、屋上にまた別の人ひと影かげが現れた。

「あれ？　騒さわぎがあるみたいだから来たんだけど、大丈夫だったの？」

　阿九斗が壊れたドアから顔を出した。帰りかけていた絢子、不二子、リリィは驚おどろく。

「あ」

「阿九斗様！」

「何しに来た？」

　リリィには関係のないことだったが、絢子と不二子の二人は、そこで最初の喧けん嘩かの原因を思い出した。

「お、おい、将来のことで悩なやんでいると聞いたぞ！　何な故ぜ、相談してくれなかった？」

「阿九斗様！　わたくしとの幸せな将来を決意してくださったのね！」

　絢子と不二子は阿九斗の前に殺さつ到とうした。

　すると、阿九斗は戸惑いながらも詫わびる。

「え？　何か誤解を与えたのならすいません。ちょっと一人で考えたいことがあったもので。それだけのことなんですよ」

「考えたいこと？　将来の重大なことって聞きましたけれど？」

「いや……ほら、喫茶『バフチン』の店長さんにはやっぱり申し訳ないなって。僕のせいで店を潰つぶしてしまい、さらに失職させてしまうかもしれません。そこで僕がお金を送ろうと思って」

「しかし、阿九斗様も裕ゆう福ふくなわけではないでしょう？　かなりの額になるのでは……」

「ですから、ここを卒業して働く際の給金の前借りを学長にお願いしようかと思っています。そうしないと僕の気が済みませんし。一人で考えつつ、借金返済の予定表を作っていたんです」

「そんな！　阿九斗様を働かせるわけにはいきませんわ！　そういうことなら、わたくしが払います！　一億でも二億でも！」

　不二子が阿九斗にすがりつくようにしながら言った。

　と、絢子がそれに対たい抗こうするかのように、大きな声を被かぶせてくる。

「そ、そういうことなら、責任は私にもある。私の家がその金を出してやっても……」

　張り合う二人に、阿九斗は首を振った。

「いや、考えたんだけど、やっぱり僕らは学生だから、親のお金に頼ることになってしまう。しかし、そういう家の色がついたお金は、今回は使いたくないんです。前回のことも、服はつ部とり家に頼ろうとしたことも原因のひとつだと思っていますし」

「そ、それじゃあ……」

「僕が稼かせぐとか、運良く手に入れたお金でもない限り、政治的な色がついてしまうでしょう？　あくまで僕がなんとかしたのでなければ」

　阿九斗はそう言うが、不二子と絢子も引き下がらない。

「いいえ、それならわたくしが秘密のお金を集めてまいります！」

「先輩、そういう汚きたないお金は誰も受け取りたがらないと思いますけど」

「何をおっしゃるの！　親に出してもらうお金よりマシでしょうに」

「それはいいですけれど、お金を払うってことは、喫きつ茶さ店てんを大変なことにした責任は自分にあるとお考えなんですね？」

「それは言いがかりですわ！　あれは、あくまでケーナ・ドロンズが悪いんじゃありませんか！　そもそも、今回の喧嘩も、ドロンズがふざけた態度をとったからであって……」

「それです！　ドロンズをいじめていると聞いたから、私はそれをやめさせようと……」

　不二子と絢子はまたも一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気きに。

　阿九斗は困った顔になる。助けを求めるように、その場で一番の権力者であるリリィの顔を見たが、彼女は面めん倒どうくさそうに顔を振って、やってられん、とばかりに、そそくさとその場を退散してしまう。

　なおも不二子と絢子が叫び合っていると、そこに割って入ってきたのは、制服の上着を裸はだかの上に羽織ったけーなだった。

「喧嘩はダメ！　ライスプディングをみんなで食べれば、すべて解決！　それで仲良し！」

　メチャクチャを言うけーなである。

　不二子も絢子も相手にしようとはしないが、ふと見ると、ケーナがおとなしく分けられたライスプディングを食べていることに気づいた。

「おー！　とてもおいしいですね！　パンでなく、ライスであってもおいしく食べられる料理法があるなんて！　これは確かに素敵です！　仲良くなれます！」

　ケーナはそんなことを言っている。すでにＨのこともすっかり頭にないらしい。

　そういえば、けーなが裸の上に着ているのはケーナの上着だ。仲良くなって借りたとしか思えない。

「ほら、仲良し！　すごいおいしんだよ。だから、食べてみてよ！」

　カップとスプーンを突つき出された絢子と不二子は、順番に一口ずつ口に運ぶ。

　そして二人とも見事に顔をしかめた。

「……こう言っては何だが、微び妙みような味だ」

「いいえ。これは、はっきりと、まずい食べ物ですわ……」

「えー？　おいしいよ？　ね？　ね？」

　けーなは最後に一口だけ残ったカップを阿九斗に渡した。

　阿九斗は悩んだ後に一口。そして、首を振った。

「申し訳ないけど、不思議な味だね……。あれ？」

　阿九斗は食べ終わったカップの底に、文字が書いてあるのを発見した。

「あたり？」

　確かにカップの底には、あたり、の文字があった。

「あー！　やった！　あたった！」

　けーなが喜びの声をあげる。

「このライスプディングが人気なのは、あたりくじをつけているからでもあるんだよ。めったにあたらない代わりに、賞金もすごい高いんだよ」

「賞金？」

「うん。あたりが出ないと累るい積せきするから、確か、今、五千万」

　あっさりとすごいことをけーなは言った。

　絶句する周囲をよそに、けーなはカップを阿九斗の手に握らせた。

「運良く手に入れたお金ならいいんでしょ？　よかったね。最後に食べたのあーちゃんだから、あーちゃんのものだよ」
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　さすがの阿九斗もぽかんとしている。しかし、けーなは平然としたものだ。

「ほら、ライスプディングで平和になったでしょ？　だから、ライスプディングをみんなで食べよう！」




　　　　　○




　その後、その噂うわさを聞きつけた生徒たちの間で、ライスプディングが大だい流りゆう行こうすることになった。

　しかし、毎日ライスプディングを食べることができた生徒はおらず、けーなとケーナは学院で二人だけライスプディングを食べることができる者として重宝された。

　かなりの数のライスプディングが校内に持ち込まれたが、結局、誰もあたりをひくことはなく、ブームは過ぎ去った。

「幻まぼろしのライスプディングとは言うけれど……」

　阿九斗は手紙と共にあたりのカップを喫きつ茶さ『バフチン』店長に送ることができた。そんな恩おん恵けいを受けていて言うのも問題とは思うが……。

「……まずいから幻だし、賞金が累積したんだよな？」







３　文学は難しい？







　けーなとケーナの距きよ離りは、ぐっと近づいたようだった。ライスプディングのおかげというか、なんというか。

　楽になったのは阿あ九く斗とである。ケーナが阿九斗にまとわりついてくる時間はぐっと減った。それでも騒動が減ったわけではないのだか。

「ドロちゃん、これは昔本当にあった話を本にしたものだよ」

「そうなんですか！　勉強になりますね！」

　けーなは最近、ケーナに本を読ませることにはまっている。ケーナは頭から本の内容を信じ込んでしまう素す直なおな読者なのである。

　――今度は何を読ませているんだろう？

　阿九斗が気になって横から覗のぞき込むと、そのタイトルは昔の超ちよう能のう力りよくものの娯ご楽らく小説だった。宇宙から悪の意識が攻せめてくるので、それに対抗して超能力ネットワークを築いて対抗するとか、そういう話だ。

　――少なくとも事実ではないよなぁ。

　しかし、ケーナは、まずは書かれていることを本当と信じ込むようだった。この場合、けーなも本当に信じているので、効果は二倍だ。

「地球は狙われているんですね！」

「そうだよ。清い心でいないと、取とり憑つかれて大変なことになるんだよ」

　ケーナとけーなはうなずきあっている。

　転校してきた時点でハイソだなんだと言っていたのは、どうやらその手の雑誌の特集を頭から信じた結果らしい。酔よっぱらったときのケーナの証言からすると、彼女を保護した際に何も知らない彼女に教育として雑誌を与えた者がいたのだろう。

　ともあれ、最近の騒動はケーナが読んだ本の影えい響きようをそのままに受けてしまうことに起因するものが多かった。探たん偵ていものに凝こったときは、他人の身辺を勝手に調査して、その結果、教師の隠し財産を暴ばく露ろしてしまい、大変なことになったくらいだ。

　――まぁ、超能力ヒーローものなら問題も小さいか。

「この本に書いてある取り憑かれている者の特とく徴ちようからすると、美み津つ子こ先生は邪じや悪あくな意志に取り憑かれている可能性がありますね！　粛しゆく正せいが必要です！」

　前言撤回。困ったものである。

「それは本当の話じゃないよ」

　阿九斗は横から口を挟はさむ。

「ええっ！」

　心底驚いた、という顔でケーナが目を丸くする。

「だめだよ、あーちゃん。本は、全部本当のこととして読まなくちゃいけないんだよ？」

　けーなが文句を言った。

「それじゃ、フィクションが成り立たないよ」

　阿九斗は笑う。だが、けーなは首を横に振った。

「違うよ。本はその中に独自の世界を作り出すものだよ。だから、現実の常識を本に持ち込まないというのが読書のマナーみたいなものなの。いちいち教訓を読み取ろうとして、本で読んだことを現実に役立てようというのは、とっても馬鹿らしいことだよ？　現実の常識で本のお話を馬鹿馬鹿しいというのは、それと同じ事だからね？」

　口調はおっとりとして馬鹿っぽいが、言っていることはそれなりに難しいことである。

　――そういえば、けーなは魔術はダメだけど、勉強の成績だけはいいんだった。

　阿九斗は感心してうなずいた。

「なるほど。そういうことなら僕が悪かった。でも、それなら、ドロンズさんがこの教室で本の中のことをしないように注意しないと」

「それは、段々と覚えていくから大丈夫だよ。ドロちゃんは良い子だもの。最初から否定する読み方を覚えたら、絶対に本が読めない子になっちゃうよ？」

　無邪気に笑うけーなである。

「それにしても、二人とも本が好きだね」

　阿九斗が言うと、二人はうなずいた。特にケーナは力強くうなずいた。

「お話は面おも白しろいです」

　最近では、本と言っても、データ化されているものがほとんどだ。生徒手帳からアクセスできるネットワークだけでも、膨ぼう大だいな書物が閲えつ覧らんできる。しかし、それは読者の増加を意味しなかった。膨大であるだけに、過去のデータを参照しようという意欲が湧わかないのである。特に物語小説は生きていく上で不必要なものだ。そのため、学術論文などと違って、過去に遡さかのぼって参照する意義はあまりない。

　最近の作家が書き下ろした小説データは、イベント的な意味で読まれることが多かった。誰もが読んでいる以上、会話のタネや仲間意識の確かく認にんのために必要なのである。ネットワーク上での会話における個性の演出として、好きな本や映画が存在するという具合。

　しかし、阿九斗にとってはそれは嘆なげく必要はないことだ。彼かれは本を必要としないタイプの人間である。小説は思想書の題材として登場するものとして認にん識しきしているくらいだ。とはいえ、現状の分ぶん析せきとしては、けーなの話は興味深かった。

「現実に神が居ると考えてしまう者は、小説から教訓を読み取るような本の読み方をしているかもしれないね」

　阿九斗が言うと、けーなはうなずき、ケーナは首をかしげた。

　と、そこに横合いから声がかかった。

「妙な話をしているところ済まないが、そろそろ次の授業だ。実習だぞ。今回、三人組ということなので、ケーナ・ドロンズと私とで組んでもらう」

　そう言ったのは、絢じゆん子こである。




　　　　　○




　ケーナが阿九斗の力を制せい御ぎよできることがわかってから、絢子としては実習がやってきても緊きん張ちようすることはなくなった。阿九斗が力を暴走させることがないからだ。

「今日は三人一組の実習です。薬物を使って、生物に影響を与えます」

　美津子先生が言った。実習室に移っての授業である。三人ごとに組になった生徒たちの前に、カエルの入ったケースと、何種類かの薬物のビンが置いてある。

「最初に薬物を作って、それを魔術で変質させて、それをカエルに与える。そして効果が出るかどうかを見る実習です。三人一組なのはカエルの数が足りないからですので、一人ずつ順番に行ってください。薬物は、カエルの体表の色を変えるものです。イメージ通りの色を作れるかどうかにチャレンジしてみてください」

　美津子先生が説明を加える。

　が、絢子は怯おびえて表情を硬かたくしていた。傍はた目めにも分かるほどに緊張している。

「どうしたの？」

　阿九斗が心配して小声で声をかける。今回は阿九斗が暴走する心配はないはずなのだ。

「い、いや……大丈夫だ。うん、なんでもない。それより、失敗するんじゃないぞ」

　絢子は震ふるえる声で告げる。

　実は、絢子が苦手なものはカエルである。阿九斗も実は一度そのことを聞いているが、すっかり忘れてしまっているのである。

「色をイメージして、そのパターンを薬品に転写する。これなら、暴走はせずに済むんじゃないかな」

　阿九斗は言った。

「大丈夫。アタシが失敗しないようにやってやりますね！」

　ケーナが自信ありげに言う。

「い、いや。頼たのむぞ。ホントに頼むぞ」

　絢子はガクガクとうなずいた。

「とはいえ、やっぱり自信はないから、服はつ部とりさんに先にやってもらわないと」

　阿九斗が言う。

　絢子は心ここにあらず、という態度で聞いていたが、しばらくしてようやく阿九斗が言っていることの意味に気づいたらしい。

「そ、そうだな。うん。簡単な術だから、見ていろ」

　薬品を手に取り、絢子は術をかけた。イメージを転写するのはマナの自動化されたプログラムで行われるが、イメージそれ自体が鮮せん明めいでなくては、発色も寝ねぼけたものになる。練習とコツが必要なのだ。

　術をかけ終わった絢子は、その薬品を阿九斗に渡わたそうとした。

「さ、さぁ、できたぞ」

「ちょ、ちょっと待ってよ。僕が触ふれてイメージを混ぜてしまったらいけないだろ？」

　阿九斗は薬品のビンに触れないように下がる。

「い、いや、そこはイメージをしなければいいのだ」

「そう都合良くはできないよ。それに実習なんだから、自分でやらないと」

　変に生真面目だが、まったく気の回らない阿九斗である。そこまで言われれば絢子がカエルに触れたくないとわかりそうなものだが、阿九斗には「察してくれ」というのは通用しない。おまけに絢子も頑がん固こなものだから、カエルに少しでも近づきたくないなどとは口が裂けても言いたくないのだ。

「そう、だな。わ、わかってはいるのだ、わかっては」

　絢子は動きを止めた。

「どうしたね？　早くお願いするよ」

　ケーナが急せかした。彼かの女じよも鈍にぶいと言うより無邪気なので、まったく事情に気づいていない。周囲の生徒たちがカエルの体表の色を変えるのに成功しているのを見て、早く目の前でやってほしくてたまらないのだ。

「うん。わかっている。わかっている。さぁ、やるぞ。やるぞー」

　絢子はケースの蓋ふたに手を掛かけた。

「蓋をあけるぞー」

「いちいち実じつ況きようしなくていいね」

　ケーナがもっともなツッコミを入れるが、絢子にはそれを聞く余よ裕ゆうはない。

「蓋を開けたら、薬品をカエルに垂らして、それを体内に浸しん透とうさせる」

　震える手で薬品を上から垂らす。

　しかし、その手はカエルからはるか上空にある。ケースからも三十センチは上の位置だ。

　カエルの大きさは十センチもない。当然ながら命中するはずもない。

　阿九斗も、こうなるといいかげん絢子がカエルが苦手という事実に気づいても良さそうなものだが……。

「簡単な実習だから、わざと難しくしているのか」

　などと勝手に納なつ得とくしている。

　もっとも、ケーナはそうはいかなかった。

「ばしゃっとやればいいね！　えいさ！」

　ケーナは素す早ばやく絢子の腕をつかむと、ぐいっとカエルに近づけた。

　がたりとケースが揺ゆれて、そのショックでカエルが可愛くぴょこりと跳はねる。そして、薬品のビンを握にぎったままの絢子の指に、きゅっ、としがみついた。

「ぴぃいいやぁああああ！」

　絢子は文字通り跳とび上あがった。薬品のビンをケースの中に落とし、激しく手を振るが、カエルは指にしがみついたまま離はなれない。

「い、い、い、い、いやぁああああああ！」

　絢子は手を上にあげ、ぶんぶんと振り回まわす。

「あ、そうか、服部さんカエルが苦手で……」

　今いま更さらのように気づく阿九斗である。さすがにそう気づいてからの行動は早い。ひょいと絢子の腕をつかんで、カエルを取ろうとする。が、絢子は腕をつかまれても暴れ続けた。

　と、それまで粘ねばって指にしがみついていたカエルが、指が激しい動きを止めたことで安心して逃とう亡ぼうを決意したのか、ぴょこたんと跳ねた。上空へ。

　上空へ跳んだものは自然と落ちてくる。

　カエルは絢子の首筋に落ちてきて、ぬるりとシャツの下に滑すべり込んだ。

「ひゃ、ひゃ、ひゃあああ！　ぬめるぅうううう！」

　絢子は身体を激しくくねらせる。阿九斗は絢子を押さえつけた。

「落ち着いて。別に害があるカエルじゃあない」

「そ、そんな理由じゃ……。ひゃ！　は、入ってくるぅうう！」

　絢子は阿九斗の腕の中で顔を真っ赤にしてもだえる。

「ちょ、ちょっと。暴れないで」

　阿九斗は絢子の身体を強く抱だき留とめることはできない。カエルを上から潰してしまうかもしれないからだ。まさぐってカエルの居場所を確かめることもさすがにできない。

「カエルはどこにいるの？」

「せ、背中！　背中……！」

　じたばたする絢子の身体を曲げさせ、阿九斗は背中側を確かめる。シャツの中にうっすらと緑色の影かげがある。

「手を入れるわけには……。そうか、この間の授業の精密作業を使えば」

　阿九斗はケーナに目配せした。

　ケーナは阿九斗の意図を了りよう解かいしたかのようにうなずいた。

「まかせて！　この間の授業の精密作業ね！」

　ケーナは阿九斗のマナを制御して、粉のごときサイズの立方体を積み上げるような精密作業に成功している。あれと同じ事ができるなら、服の中からカエルを外に出すくらい簡単なことだろう。

　ケーナは阿九斗の手に触れた。

「マナを操あやつるよ……！」

　その言葉とともにケーナは阿九斗に精密作業を行わせた。

　しかし、二人がかりの作業である。二人の意図が違っていたら意味はない。この場合、ケーナがすっかり意図を誤解していた。そして、阿九斗にはそれを制止することはできなかった。

「これで問題ないね！」

　ケーナの声とともに、一いつ瞬しゆんで絢子の着ていた服が宙に舞まい飛んだ。

　見事といえば、あまりに見事な脱だつ衣いであった。服を破ることなく、ボタンを外し、ホックを外し、ジッパーを下ろす。さらには下着のゴムを伸のばし、抵てい抗こうなく下に落とす。

「きゃ、きゃあああ！」

　絢子が先さき程ほどまでとは意味が違う絶ぜつ叫きようを響ひびかせる。

　見事な裸ら体たいがさらされ、クラスメイトたちの間にどよめきがわき起こる。

「なんでこんな何でもない授業で……」

「これぞ魔ま王おう！　無意味なひんむきとは！」

　男子たちの好こう奇きの目に阿九斗は慌あわてて自分の上着を脱ぬぐ。

「うわ、ちょ、ちょっと……」

　が、阿九斗は上着を絢子にかけてあげようとして、テーブルの上に放置されていた使用予定の薬物のビンをひっかけてしまう。
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「あっ……！」

　ビンはガタリと音を立てて転がり、しゃがみ込んでしまった絢子の頭に薬物をぶちまけてしまう。

「しまった……」

「ひっ！」

　冷たさに声を立てる絢子。

　しかし、真の衝しよう撃げきはこの後に襲おそってきた。

　すでに阿九斗は薬物を変質させていた。白い絢子の肌はだは、みるみる金色に染まっていく。

「こ、これは金粉ショー！」

　生徒たちがどよめく。男子だけではなく、女子までも。

「露ろ出しゆつプレイにしてもあり得ない！」

「最低を通とおり越こして、なんかすごいかも……」

「前時代的な大人のエロス？」

　黄金像のような外見になった絢子に、どよめきが降り注ぐ。

「な、なんという屈くつ辱じよく……」

　絢子は腕を身体に巻き付けて涙を流す。

　ようやく阿九斗は絢子に上着を着せることに成功したが、それは絢子に怒いかりの念をわかせる効果しか生み出さなかった。

「ば、ば、ば、馬ば鹿か者ものーっ！」

　絢子は金色のパンチを阿九斗に叩たたき込んだ。




　　　　　○




「しかし、私まで罰ばつを受けることになるとは……あり得ない」

　絢子はぼやく。

「ごめん。基本的には僕が頑がん張ばるから」

　阿九斗は殊しゆ勝しような態度で詫びる。

「だけど、カエルを出すのに、服を脱ぐのが一番ね！」

　ははは、と笑うケーナ。

　三人が向かっているのは、旧図書館である。授業を混乱させた罰として、そこの清せい掃そうと図書の整理を命じられたのである。

　旧図書館は紙の本を収蔵している。データ化される以前の本が蒐しゆう集しゆうされ、ここでデータ化が行われたのである。そのまま紙の本は放ほう棄きされることなく、閲覧禁止のまま保存されている。その数、図書のみで二千万点。

「収蔵品の一部は最近のものなんだろう？　それを整理すると聞いたが」

　さっさと話を変えようと絢子が聞くと、ケーナは調べた資料を覚えたままに口にする。

「まだ本を直接持っていたいという趣しゆ味み人が少数います。その人々の発行した本が少数ですが、収蔵されます。これらは電子化されるものとされないものがありますね。著作者が電子化の許可を出だしていない場合がほとんどだからです。そのため、近年の紙の図書は基本的に電子化が行われないまま、分類されずに死蔵されますよ」

「それで清掃と整理が必要になるわけか」

「そうです。まさに今アタシたちは司書なのです」

　ケーナは嬉うれしそうだ。紙の本に触れられるのが楽しみでたまらないのだろう。

「本の好きな人は、最終的に紙の本にこだわるようになるって聞くけど」

　阿九斗がつぶやくと、ケーナは嬉しそうにうなずく。

「そうですね！　アタシは本物に触さわってはいませんが、それでもわくわくする感じがします！　本物の本物って感じがするからですね！」

「本物の本物……ね。身近で実物の本にこだわっているのは、江え藤とう先せん輩ぱいくらいだけど、確かにデータよりは、実際に触れるものの方が本物の感じがするな。僕ぼくらが読んでいるのはどちらにせよ文字だから、同じ情報が認識できているんだけどね」

　――僕らが認識している情報は、決して実体にはならない……。だけど、神々が保存している情報は、再構築したら本当の人間になるんだろうか？

　阿九斗はふとそんなことを考える。あの戦争の際、望ぼう一いち郎ろうから聞かされたことだ。〝自同律〟さえいれば、情報は実体になるという。

　――僕らは、実はどんな世界に住んでいるんだろう？　きっと内側からはわからないんだろうけれど。

　そして、その自同律とは、けーなのことを指しているらしい。正確にはけーなの中に唐とう突とつに目覚める何かの意志とか、そのようなもののことだが。

「電子化されたデータに僕らが持つ不信感というのは、なんなんだろうね？　オリジナリティだけが僕らの拠より所どころなんだろうか？」

　阿九斗は独り言として言ったが、それに絢子が首をひねった。

「君の言っていることは、ときどきわからん。いや、しょっちゅうか」

　が、ケーナはその言葉に敏びん感かんに反応した。

「そう、オリジナリティ！　アタシはそれが欲ほしいです。記き憶おくがなくても、きっと本を一杯読んだら、アタシはアタシになれますね！」

　無邪気に笑うケーナだが、それを聞いた阿九斗は、どういうわけか寂さびしさに似た感情に襲われた。




　　　　　○




　同じ頃ころ、不ふ二じ子こはころねに呼び出されていた。

「実にめずらしい組み合わせですわね」

　不二子は生徒たちの来ない教室に潜もぐり込んでいた。ころねが人ひと払ばらいを願ったからだ。

「そうですね。積極的にあなたにかかわると、それなりに大変な裏情報がごろごろ出てきそうですので、今まで余計な仕事を増やしたくないとの判断をしていました」

　ころねが淡たん々たんと怖おそろしいことを言う。

　不二子は、もちろんあまりいい顔をしない。

「あなたは絶対に政府側の立場ですものね。しかし、そんな挑ちよう発はつをするために呼んだのではないでしょう？　阿九斗様のイレギュラーな行動中に監かん視しを外すなんて、よっぽどのことですものね」

「はい。情報交こう換かんをお願いします」

「ケーナ・ドロンズのことね？」

　不二子が言うと、ころねもうなずく。

「そうです。あのデートのとき、ふざけてはいましたが、それなりにあなたは情報を集めていたはずです」

「もちろん。でも残念ね。ほとんどわかったことはなくってよ」

「こちらもそうです。そこで、我々の共同調査でないと不可能な唯ゆい一いつの方法を試ためしてみようかと思います」

「つまり、あなたが欲ほつしているのは、黒魔まじ術ゆつ師し側の、つまり正規の情報でない人間の行動ログということですわね」

「はい。こちらは、それを使って情報の精度を高めます」

「あなたは、この帝てい国こくの全国民の行動を参照し、戦前と戦後の情報のズレを確認したい、とこうおっしゃってるのね？　かなり無む茶ちやなこととは思いますけど」

　不二子はにやりとした。

「その通りです。ご理解が早くて助かります」

　ころねは言った。

　あの戦争の後、阿九斗についての都合の悪い記憶は人々の間から消えている。何者かが恣し意い的てきな記憶の削さく除じよを行ったということだ。そのことと、ケーナ・ドロンズの出現に相関関係があるとしたら……。

「交換条件があると嬉しいんですけど」

　不二子がにやりとする。

「そうくると思いました。これをどうぞ」

　ころねは人形焼きの入った袋ふくろを差しだした。

「いりませんわよ、こんなの！」

　不二子は人形焼きの袋を手で払おうとするが、ころねはその手をするりと避さける。

「まぁ、そうくるのもわかっていました。こちらが出す本当の条件は、紗さ伊い阿九斗の細さい胞ぼうを培ばい養ようしたこと。その罪を不問にいたします」

　ころねが言うと、不二子は目を丸くした。

「なるほどね。その情報は、表だって問題にできる立場の者では、あなただけがそれを知っているんですものね。戦争についてのログが改かい竄ざんされた今では」

　そして、少し考えた後にうなずく。

「わかりましたわ。いいでしょう。データへのアクセス権を参照限定パーミッションであなたに解放いたしますわ」
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　不二子は生徒手帳を開き、そこに映したマナスクリーンにアドレスとパスワードを表示する。黒魔術師は、未いまだに完全な魔ま術じゆつの解放を手に入れてはいない。彼らは、神々のメモリの中に様々な虫食い領域を持っており、そこにライフログを保存している。黒魔術師たちは原始的な暗号で、そのパスワードを交換しあっている。

　ころねの目が光る。

「情報を参照しました。これまで行ってきた演算に黒魔術師のものを追加します。これにより、精度は九十パーセントから九十九パーセントに向上します」

　その言葉から数秒後、ころねは目の光りを止め、わかりました、とうなずいた。

「どうでしたの？」

「今までは仮説でしたが、これでほぼ確実になりました。ケーナ・ドロンズは、自同律によりデータの歪ゆがみから産み出された人間です」




　　　　　○




「すごいですね！」

　ケーナは目を輝かがやかせて首を左右に。

　広大な敷しき地ちを埋うめ尽つくした書しよ架かは身長よりも遙はるかに高く、昔のＳＦにおける未来都市の規則的に並んだビルのようにそびえている。

「残念ながら作業場はあちらだけどな」

　絢子は入り口の右にあるカウンターを指さした。そこには本が乱雑に積まれている。数百冊ほどはあるだろう。脇わきにはキャスター付き台車が置かれていて、そこにも乱雑に本が積まれてこぼれている。適当に運んできては放置しているわけだ。

「本が可か哀わい想そうね」

　ケーナは台車に歩み寄って、こぼれた本をカウンターに積んだ。

「僕にはその気持ちはわかりにくいけど、物を大切にしないのはよくないことだな」

　阿九斗もケーナを手伝う。

　しかし、ケーナは阿九斗の言葉がお気きに召めさなかったらしい。

「本が可哀想って、わかりませんか？」

「いや、本だけが特別なものじゃないってことさ。道具は大事にするものだよ、もちろん」

「そうじゃないですね！　本というのは特別なもので……」

　ケーナは腕を振り回して熱心に抗こう議ぎしたが、その後の言葉がうまく続かなかった。

「愛書家がそう思う気持ちはわかるよ。ごめんね。単に僕が愛書家ではないだけだ。物語への耽たん溺できと、パッケージとしての書物への耽溺はどうも似ている気がして苦手なのかもしれない。システムにすぎない神を信しん仰こうとして信じてしまうことと似ている、のかな」

　阿九斗が言うと、ケーナは頬ほおをふくらませた。

「難しいことを言わないでくださいね！　いいです、そうやって本を嫌きらっているといいです！」

「悪かったよ。好きになるようには努力してみるさ」

　阿九斗は本を一冊手に取った。

　今は凝った装そう丁ていの本以外は出版されない。無む作さく為いにひょいと手に取ったものも、赤く染められた革カバーの立派な作りだ。ぱらぱらとめくってみる。紙の音がさらさらと響く。

　――これはこれで気持ちいいものだな。ドロンズさんがこの感かん触しよくを最初から知っていて本を好きになったのではないと思うけれど。

　阿九斗がそんなことを考えていると、背後から頭をこつんと叩かれた。

「整理中に本を読むな。基本だ」

　絢子が本の背を正面に構えていた。

「そりゃそうだ。作業が進まない」

　阿九斗も苦笑いを浮うかべる。そして、ケーナを見たが、彼女はすでに大きめの一冊を膝ひざに乗せて夢中になって読んでいる。

「そのままにしておこう」

　阿九斗は絢子に笑いかけた。絢子はわざと大げさに肩かたをすくめてから笑い返した。

「君がたくさん働くんだぞ」

「わかってるさ」

　阿九斗はカウンターを回り込んで、スキャナーの確認をした。本を透とう過かして内容をスキャンすることができるとスクリーンに映し出されたマニュアルにある。

「一冊ずつスキャナーに通せばデータはとれるわけか」

「データ化したものは分類番号が表示されるから、それごとに書架に移していく。作業は理解できた。重労働は書架に移す作業だ」

　絢子は阿九斗にほほえみかけた。

「そうしよう」

　阿九斗はカウンターの外に出て、絢子と場所を変わった。




　　　　　○




「自同律によりデータの歪みから産み出された人間？」

「そうです。信じられませんが、自同律はそのようなことを行える能力を持っています」

　不二子ところねは旧図書館を目指している。

「それじゃあ、自同律は新しい世界を産み出すことができるというんですの？」

「そういうことでしょう。ただし、この世界全体を改変させてしまうような力はないようですが」

「わたくしたちは非常に不安定な場所に立っている、ということですのね」

「そこまで悲観的になることはありません。人間には自じ我ががあり、自由意志があります。この世界においては物理的に命を消さない限り、誰だれかの存在を消してしまうことはできません」

「それでしたら、自同律によりデータの歪みから産み出された人間が存在していることにどんな意味が？　彼女がこの世に存在していると、どんな不都合があるんですの？」

「おそらく歪みを修正するために人間として産み出されたものと思われます。存在していること自体は不都合ではないでしょう」

「それなら、どうして旧図書館に急げとおっしゃったんですの？」

「歪みを本格的に修正するためのデータ改変が行われる可能性があります」

「そのデータ改変がどのように行われると……」

「仮想異空間で、〝そうあったかもしれない物語〟を完かん遂すいしようとするでしょう」

　ころねの言葉に、不二子はぽかん、とする。

「なんですの？　どういう意味……」

「紗伊阿九斗の所行を隠すために世界が改変された。そのために生じた歪みは人間の形をとっている。つまり、彼女が満足することによって歪みが消えるのです」

「ケーナ・ドロンズが満足する？」

「説明している暇ひまはないようです」

　ころねが遠くを見るような目をした。

「どうしましたの？」

「マナの変動を関知しました。まもなく自同律が歪みと接せつ触しよくします。歪みの修正に入るようです。先に行きます」

　ころねは空間に転送円を描えがき出した。そして一人でその円に飛び込んでしまう。

「ちょ、ちょっとお待ちに……」

　不二子は手を伸ばしたが、ころねはさっさとその中に消える。

「後から追いついてください。見届けることしかできないと思いますが」

「そ、そんな無責任な……」

　不二子は文句を言ったが、すでに転送円すら廊ろう下かの空間の中に消えていった。




　　　　　○




「あーちゃんがんばってる？」

　けーなが、ふよふよと飛びながら旧図書館に入ってきた。見ているだけでひどく眠ねむくなってくるようなのんきな顔をしている。

「それなりに、ね」

　阿九斗は高いハシゴの上に立ち、本をいくつも抱かかえて書架の空いている棚たなに本を分類していく。

「手伝わなくて大だい丈じよう夫ぶ？」

　けーなの申し出に阿九斗は首を振ふる。

「問題ないよ。それよりドロンズさんのことを見ていてよ。ずっと本を読んでいるから大丈夫だと思うけれど、僕らは彼女を見ていられないから」

「わかったよー」

　けーなはケーナのところに飛んでいく。

　そして、阿九斗はまた書架の整理に移った。しばらく集中して作業をしていたのだが、けーなの声を聞いて振り返かえった。

　けーなは奇き妙みようなことを言ったのだ。

「ねぇ？　好きなお話は決まった？」

　けーなはケーナにささやきかけていた。

　そのささやきが聞こえる距離に阿九斗はいなかったが、確かに聞こえた。

　ケーナは積み上げた本の上に座すわり、膝の上に緑色の本を開いていた。けーなはそんな彼女の肩に手を置いていた。

「けー……」

　阿九斗は呼びかけようとした。

　その瞬しゆん間かん、ケーナの唇くちびるが動いて何かを言った。

　すると、ケーナの身体がまばゆく輝き、阿九斗の視界を埋め尽くした。

「え……？」

　阿九斗は白い世界の中に沈しずむ。そのとき、絢子の悲鳴と、ころねの無感情な声を聞いたように思った。

「ちょ、ちょっと……これは何だ？」

「なんとか間に合いました。いえ、巻き込まれたというべきかも……」

　その次の瞬間には阿九斗の意識は途と切ぎれていた。




　　　　　○




　目覚めると豪ごう奢しやなフロックコートを身にまとっていた。

「ん？」

　不二子にでも着せられたのか、と阿九斗は思うが、おそらくそんなことではないだろう。

　阿九斗は洋風の寝しん室しつにいる。ロココ調の鏡台に天てん蓋がい付きの大きなベッド。足あし下もとは毛足の長い絨じゆう毯たんに沈んでいる。

「どういうことだ？」

　周囲に注意を向ける。部屋は大きいが、立っているのは阿九斗一人。

　しかしベッドには寝ている者がある。ケーナだった。

「本を読んでいたはずだけど……起きてもらうか」

　ベッドに歩み寄り、阿九斗はぎょっとして足を止めた。

　ケーナはどうも何も着ていないらしい。彼女が身体にかけているのは薄うすいシーツだけ。身体のラインが嫌いやでも目に入ってくる。

「幻げん覚かく……ということ？」

　つぶやくと、ノックの音がして扉とびらが開いた。

「失礼します。入ってきていきなり言うのもあれですが、これは幻覚ではありません」

　ころねが入ってきた。メイド姿である。

「ころね……。なんでそんな格好を？　それに、事情を知っているみたいだけれど？」

　阿九斗が聞くと、ころねはうなずく。

「一から説明します……」

　ころねは、ケーナが自同律によって世界の歪みから産み出された人間であること。そして、彼女がその歪みを修正するための存在であることを語った。

「歪みを修正するために、ここに僕らを？」

「ここは、仮想異空間です。空間そのものは普ふ段だんから我々が転送に使っているそれですが、今は、少し特とく殊しゆなものになっていますね」

「どう特殊なんだい？」

「ここから出られないように閉じこめられています。そして、空間内のデザインは、ケーナ・ドロンズが読んでいた本の内容に沿ったものになっています」

「彼女が読んでいた本？」

　阿九斗は周囲を再度見回した。ヨーロッパの貴族の屋や敷しき、といった風ふ情ぜいである。

「千九百年代におけるヨーロッパ貴族の愛の遍へん歴れきを描いた文学作品です。娯ご楽らく作品として書かれましたが、後世に評価が高まり、文学作品として研究の対象になったものです」

「なるほど。いわば物語世界の中に閉じこめられたわけだ」

「はい。そのこととケーナ・ドロンズとの間には密接な関係があります」

「どういうこと？」

「彼女は世界の歪みそのものです。彼女が消えてしまうことで、世界が安定します。そして、仮想異空間から我々は解放されます」

「ちょ、ちょっと……それって、彼女が……ドロンズさんが死ぬってこと？」

　阿九斗は寝ているケーナの顔を見た。今、彼女は、とても幸せそうな顔をして寝ている。そんなに満足しきった寝ね顔がおを阿九斗は見たことがなかった。

「比ひ喩ゆ的てきにはそうです。歪みが消えるだけですが」

　ころねは淡々と言う。

「殺せ、なんて言わないよね？」

　阿九斗は心配になって聞いた。

「殺せ、とは言いませんが、消せ、とは言います。ただし、彼女はいずれ自分から消えるでしょう。それが役目であり、そのために産み出されたのです」

　ころねはうなずいた。

　――消えるために？

　阿九斗は戸と惑まどう。ということは、ケーナは自分を助けるためだけに産み出され、自分を助けるために消えるのだ。

「そりゃあ、ちょっと……」

「お気になさらず。歪みが自分から消えるのですから、相応の代価を彼女は受け取ることになっています」

「意味がちょっとわからないけど……？」

　阿九斗が聞くと、ころねは少し間を置いてから言う。

「歪みは人々の記憶でもあります。人々の記憶が、つまり彼女が満足すれば、彼女は消えるのです」

　――彼女が人々の記憶？　そして、彼女が満足する……。

　あのとき望一郎が語ったこの世界の真相が阿九斗にはわずかに見えたような気がした。この世界が厳密に検証すると尺に合わない部分があること。そして、おそらくは真の意味での異世界が外部に存在し、それがこの世界の崩ほう壊かいと密接に関係しているらしいこと。

「自同律が、この世界を調整している……？」

「さすがに鋭するどいですね。しかし、それはこの世界が実在しない、ということを即そく座ざに意味しません。我々はここにいて、生きている」

「しかし、彼女も人間だって……」

　阿九斗はケーナの顔をもう一度見る。

「そうです。しかし、こうも言えるのです。この世界では、人間は他人の記憶に支えられている。いや、結論を出すのは早計ですね。少なくとも、あなたが記憶の中にだけ存在する何かであるということを我々この世界の人間には誰も証明できない。それなら、実体であると考えるのが唯一自然なことです」

　ころねは人造人間であるため、怖ろしい仮説であっても平然と唱えることができる。しかし、阿九斗は違ちがった。少し身体を震わせる。

「怖こわいな。しかし、僕らは生きて産まれてきている。それを大事にしろってことか」

「はい。ケーナ・ドロンズが違うのは、いきなり生まれてきたことです。そこをお忘れなきよう。以上のことは、膨ぼう大だいな演算によって結論づけられました。かなりの確度で事実ということです」

　阿九斗は、それを聞いて、ふう、と息を吐はいてから聞く。

「それで、彼女が満足するって？」

「はい。そこだけは人間の感情の問題になるでしょう。しかし、感情はパターンにより予測できます。感情から記憶を計れば、記憶とは物語に他なりません。物語は完結させなければなりません。彼女のお気に入りの方法で」

　ころねは言った。

　――つまり……。

「なるほど。僕らは、小説通りに振る舞えばいいわけだ。お芝しば居いは苦手だけれど、なんとかやってみればいいわけか」

　阿九斗はそう理解した。

　ころねもうなずく。

「その通りです。しかし、ケーナ・ドロンズの満足こそが重要なので、それほど厳密に演じる必要はないでしょう。とはいえ、記述に存在しないものは、この仮想異空間には存在しないものと予測できます」

「簡単なルールだね」

「問題はそれほどないでしょう。小説の内容も人死にの出ない穏おだやかなものです。楽しんで演じることができるものと思います」

「そりゃよかった」

　阿九斗は少し気が楽になる。

　しかし、次のころねの言葉で、すぐに青ざめることになるのだが。

「楽しいですよ。ヨーロッパ貴族の愛の遍歴ですから。様々な女性と浮き名なを流し、最後にこの伯はく爵しやく令れい嬢じようと結ばれるのです」

　ころねがケーナを指さした。

「え……？　僕が、ヨーロッパ貴族？」




　　　　　○




《ああ、もう！　遅おくれてしまいましたわ！》

　阿九斗の頭上から声がした。

「え？　何？　何？」

　周囲を見回すが、誰もいない。声が不二子のものだということだけは理解できた。

「先せん輩ぱい？　どこに？」

「ああ、小説には作者の視点という地の文があります。遅れてきた江藤不二子がその役割を負わされたと言うことです」

　ころねが言った。

《ちょっと、どうして本から声がしているんですの？》

「その本をご覧下さい。我々はその中にいます。あなたは記述を確かめ、我々をストーリーの最後まで導く役を務めていただくことになります」

　ころねが言い、その後に説明を続けた。事前にころねから聞いていた不二子は、その内容をすぐに理解する。

《あーっ！　もうちょっと早ければ、わたくしが阿九斗様と結ばれましたのにっ！》

「あなたが中に入れたとしても、せいぜいがヒロインの意地悪な姉です。あきらめて進行役に徹てつしてください」

　ころねは冷れい淡たんだ。

《あんたは所しよ詮せんメイドじゃない！》

「おや、貴族はメイドにも手をつけるのですよ。ふふふふふ」

　ふふふ、という笑いが淡々としていて、妙みような威い圧あつ感がある。

　阿九斗はさすがに困り果てた。

「ちょ、ちょっと、やめようよ……」

「やめても戻もどる方法はありません。物語を完遂すればいいのです」

《あーっ！　あんただけ阿九斗様といいことしようたって許しませんわよ！》

「許すも許さないもないです。何しろ、主人公の貴族は登場する女性の全員に手をつけますから」

「ちょ、ちょっと！　冗じよう談だんだよね？」

　阿九斗は慌てるが、ころねはそれには答えなかった。

「さぁ、オープニングです。貴族、紗伊阿九斗が、ケーナ・ドロンズと出で逢あう！」

　びしっ、と何もない空間をころねは指さした。




第一幕




「出逢うったって……もう出逢っているし」

　阿九斗は寝室で戸惑う。ころねはこのシーンにはいないというので出て行ってしまっている。そもそも、阿九斗はなぜここにいるのかわからない。

《伯はく爵しやく家けのパーティで朝まで飲んだ主人公が部屋を間ま違ちがえたんですの！》

　いらいらとした不二子の声が降ふってくる。

「なるほど……じゃあ、ふらふらとしてればいいのか。えーと。よっぱらったなー」

《ちょっと演技力なさすぎじゃありませんこと？》

「知らないよ！　本職じゃあるまいし……」

　阿九斗がぼやくと、さっきまで幸せそうに寝ねていたはずのケーナが、ばっ、と飛び起きた。

「誰？　アタシの寝室に……！　きゃ！　失敬な！　出て行って！　人を呼びますよ！」

　ケーナは事前に本を読んでいるため、完かん璧ぺきな演技である。いや、演技しているという意識すらないのかもしれない。

　その迫はく真しんの演技に阿九斗は思わず素で答えてしまう。

「失礼！　脅おどかすつもりはなかったんだ。その……あまりに素す敵てきな寝顔で、見とれてしまっていただけなんだ」

《阿九斗様……それ、素ですよね？　どうして、一字一句主人公と同じ台詞せりふなんですの？》

「……それ、本当ですか？」

　さすがに阿九斗も自己嫌けん悪おに陥おちいる。とはいえ、落ち込んでいる暇もなく話は進む。

「その軽けい薄はくな言葉……！　ろくな男じゃないわね！」

　ケーナは、はだけた胸を慌てて隠かくし、きつい声をあげる。

「軽薄な男かもしれないけれど、さっきの言葉は嘘うそじゃない。それじゃあ、失礼。まだ夜は明けきっていない。もう一度おやすみ」

　阿九斗は急いで部屋を出た。

　そして、どことも知れぬ上を見て、心配そうに聞く。

「先輩、これで良かったの？」

《……完璧ですわよ。事前に本を読んでらっしゃる？》

「い、いや、そんなことは……」

　廊下でまごまごしていると、後ろから声がかかった。

「お、お、お、お、おにいさま……」

　ひどく緊張した声である。

　驚おどろいて振り返った阿九斗は目を疑った。豪奢なドレス姿の絢子が立っていたのである。

「お兄様？」

　普段と違う服に阿九斗は驚き、さらに目のやり場に困る。ドレスの胸の部分は大きく開いていて、コルセットが下から胸を押おし上げているのだ。

「ば、馬鹿者！　その目はなんだ！」

　絢子は阿九斗に殴なぐりかかろうとする。と、それを不二子が止めた。

《ストップ！　二人は兄きよう妹だいなんですのよ！　服部さん、そう言っておいたでしょう？》

「し、しかし、先輩……。この服……着慣れないのはまだしも、なんと破は廉れん恥ちな……」

《知りませんわよ！　なんなら代わってあげてもよろしくてよ！　わたくしならそのドレスをバッチリ着こなして見せますわ！》

　不二子は怒ど鳴なる。

「ま、まぁ、先輩。ここは抑えて……。進行しましょう」

　阿九斗がおずおずと言うと、さらに大きな声で不二子は切れる。

《恋こい人びとのように肩を抱きながら退場！》

「こ、恋人のように……？　兄妹でしょう？」

《知りませんわよ！　どうもそういう兄妹らしいですわよ！》

「な、なんたる破廉恥なストーリーか……」

　絢子は顔を赤らめ、身体をがたがたと震わせたが、阿九斗の肩に身体をもたれさせる。

「ちょ、ちょっと、服部さん……」

「絢子、だ。妹なのだぞ」

「い、いや、だから、じゅ、絢子……」

　しどろもどろになる阿九斗だが、さらに絢子は阿九斗に身体を押しつける。

「あ、歩くぞ。ストーリーだから仕方なくやっているのだ。仕方なく……」

　言い訳をしながらも、絢子の顔に満足げな色が浮かぶ。

《あーっ！　なんか言い訳しつつ役得をゲットする方法を考えつきましたわね！》

「登場人物以外がやかましいな。か、肩に手を回してくれ……お兄様」

「な、殴ったり……はしないよね？」

　阿九斗は絢子の肩に手を置いた。手を置いてから気づいたのだが、ドレスには肩がなく、触れるのは素す肌はだである。

「あ……ご、ごめん」

「ば、馬ば鹿かっ！　謝あやまる奴やつがあるか……」

　絢子はそう言いながらも、阿九斗の手に自分の手を添そえた。

《わ、わたくしも中に……！》

「が、外野は黙だまっていろ……」

　絢子は阿九斗を促うながして歩きはじめた。

　と、寝室のドアが開き、ケーナの顔が覗のぞく。

「あ、あの人……恋人がいらっしゃるのね。いいえ、アタシには関係のないこと」

　ケーナは見事に揺れる心を演じきる。

《ほら！　このシーン終わりましたわよ！　離れた離れた！》

　不二子の自や棄けになったような声が響いた。




第二幕




《偶ぐう然ぜんの再会を果たす二人。えーと、ケーナの父である伯はく爵しやくの悪事を見てしまった阿九斗様は、手下に追われて逃とう亡ぼう。その先でケーナのスカート……スカートの中に隠れるぅ？》

　不二子が素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「いやいや、それはさすがにまずい……っていうか、どんな文学作品？」

　阿九斗も戸惑う。

《いいえ、阿九斗様……悔くやしいけれど、立派な文学作品にはスカートに隠れるシーンがいくつもありますのよ……》

「そ、そうなんだ……」

《だからといって、やればいいってもんじゃ……って、もう始まってますわ！》

　不二子が叫さけぶ。阿九斗に、剣けんを持った三人の手下たちが押し寄よせてくる。

「うわっ！」

　阿九斗は慌てて逃にげ出した。

　しかし、逃げる先が決まっており、そこに行きたくない以上、文句のひとつも言いたくなる。

「あ、あれを魔術で吹ふき飛とばしちゃダメかなぁ……」

「ダメです。ルール違い反はんですし、そもそもここでは魔術は使えません」

　通りすがりのメイドであるころねが言った。

「いきなり出てきたね……。そうか、屋や敷しき内ないのシーンだと、どこにメイドがいても不自然じゃないからいいのか」

　阿九斗は感心するが、状じよう況きようが好転したわけではない。逃げるうちにドレスを着込んでいたケーナの部屋に到とう着ちやくしてしまう。

「うわっと！」

「きゃああ！」

「お静かに。追われているんです。その……出来る限り自然な手段でかくまってはいただけませんでしょうか？」

　台詞を改変してまでスカートの中を避けようとした阿九斗だが、物語を完遂しようとするケーナの前には無力だった。

「か、隠れる場所はこの部屋のどこにもありません……。い、いいえ、ひとつだけ！」

　ケーナは顔を赤らめ、ペチコートで膨ふくらませたドレスのスカートをまくりあげた。健康的な足が下着まで露あらわになる。

「うわっ！」

　阿九斗は顔を逸そらす。が、ケーナはスカートを降ろさず、さらに追っ手の足音は段々と迫せまってくる。

「ちょ、ちょっと……どうすれば……」

　完全に動けずにいる阿九斗である。

　と……。

「どーん！」

　阿九斗の身体をいきなり通りすがりのメイドが突つき飛ばした。阿九斗の身体は転がってケーナのスカートの中へ。

　ふぁさ、とスカートが戻り、阿九斗の身体を完全に覆おおい隠した。

「お嬢じよう様さま、賊ぞくが来ませんでしたか？」

「あっちへ行きました」

　そんな会話の後、追っ手の足音が遠ざかる。

「ふぅ」

　元々暗くて何も見えないが、それでもきつく目を閉じていた阿九斗は、安心して外に出ようとする。が、その胴どう体たいを柔やわらかいものが締しめ付つけた。ケーナの太ももであることはすぐにわかった。

　ケーナの熱気を身から体だ中じゆうで感じる。

「ちょ、ちょっと……！」

　阿九斗は身をよじった。

「いや！　早く出てくださいな！」

　ケーナは悲鳴をあげた。

「早く出てって、出たいのはこっち……」

　そう言いかけた阿九斗の頭をスカート越ごしに、こん、と拳こぶしが叩く。その意味を理解した阿九斗は咳せき払ばらいをしてから台詞を言う。

「え。えーと。失礼。その……。実は不安なんです。まだ追われてはいまいか。あなたが僕を騙だましてはいまいか」

「まぁ、臆おく病びような上に失礼な人。アタシがスカートをまくった勇気を疑うなんて！」

　芝居がかって言った後、ケーナは太ももの力を緩ゆるめ、スカートをまくった。

　阿九斗は立ち上がる。さすがにケーナの顔をまともに見ることができない。が、ケーナは阿九斗の頬を両手で挟はさんで顔を自分の方に向けさせる。

「あなたがアタシに失礼をなさるのは二度目」

　ケーナは怒りながら言い、その後にいたずらっぽい顔で舌を出した。

　――そうか。彼女も完全に入り込んでいるわけじゃなく、お芝居だってことはわかっているんだ。

　阿九斗はそう気づいた。

　ケーナは実に生き生きとした表情をしている。このごっこ遊びを心底から楽しんでいるのだろう。

「何度でも失礼をお詫わびします。あなたは勇ゆう敢かんでお美しい」

　阿九斗は芝居がかって言い、ケーナに向かって片目を閉じた。

　ケーナは幸福そうな笑えみを浮かべ、しかし、口調だけは怒おこって言う。

「それはこれからもアタシの裸はだかを見にいらっしゃるってことかしら？　臆病で埃ほこりにまみれたお方？」

　ケーナと阿九斗は笑い合った。

《あーっ！　なんか別の意味でいい雰ふん囲い気きになってませんこと？》

「私は通りすがりのメイドですが、そのくらい許すのが年長者というものです。さて、これより三幕！」




第三幕




《えーと、ほのかな恋こい心ごころで純情な関係を続ける二人。しかし阿九斗様は、愛していない女性とは気軽に性的な関係を結ぶ。え……ちょっと！　濡ぬれ場ばだらけじゃありませんこと！》

　不二子は慌あわてる。

「私は通りすがりのメイドですが、花か瓶びんの花を替かえるお仕事中に後ろから襲われることになっています」

　ころねはテーブルに置かれた花瓶に両手をそえて腰こしを突き出した。

「さぁ！」

「さぁ、じゃなくて……」

　阿九斗もさすがに今度ばかりは尻しり込みする。

「しかし、襲わないと話が進みません」

　ころねがなまめかしく腰を動かす。

「無表情でそういう動きをするのやめてもらえるかな……」

「別にメイドの表情は本文に書いてありません」

「そりゃ、そうは書いてないだろうけどさ……。そうだ、先輩！　そこの詳しよう細さいな記述って、どうなってます？」

　阿九斗は良いアイデアが浮かんだ、という表情で聞いた。

《詳細な……って、読ませるつもりですの？　あ……こうありますわね。獣けもののように背後から襲いかかり、激しく欲望を満たした》

「そういうことなら！」

　阿九斗はころねに背後から激しい勢いで襲いかかり……。

「ああ、やめて、やめてください」

「ええい、こうだ！　こうだ！」

「ああ、ごむたいな……。お尻を……お尻をぶつなんて」

　つまらなそうにころねは言った。

　阿九斗はころねの尻をはたきでぺしぺしと叩いている。

「それで、激しく欲望を満たせるのですか？」

　ころねの質問に阿九斗はうなずいた。

「そりゃあ、僕だって君の勝手を怒りたいときもあるからね」

「……ああ、いたい。ご主人様、やめてええ。はじめてなんですう」

《まぁ……裏うら技わざみたいなものですわね。って、ええと……次は妹との行こう為いなんですが……》

「い、嫌な予感がしますが、どうしたんです？」

《一糸まとわぬ姿で共にベッドに入り、互たがいの身体をまさぐる。絢子の桃もも色いろのつぼみを指でいじるとすでに花弁はしっとりと濡れて、阿九斗様のそれを迎むかえ入いれる。絢子は激しくあえいだ……。って、何を言わせますの！》

「すごい文学作品だなぁ……」

「通つう俗ぞく小説として発表されましたから」

「ちょ、ちょっと待て！　次の私の出番はいきなりこれなのか！」

　絢子はすでに顔を真っ赤にして阿九斗を殴る構えでいる。

《わ、わたくしなら即座にベッドインですわよ！　おぼこい娘むすめはこれだから！　ほほほ》

　朗読して顔を赤らめていた割りには余よ裕ゆうを見せる不二子である。

「いや、対策を考えよう」

　阿九斗は真しん剣けんな顔で考えこむ。

「そ、そこまで考えこまなくても……。む、迎え入れるという部分だけごまかせれば、私はかなりの所までは……許すつもりだぞ。さ、触さわるくらいなら……」

　絢子はうつむいて小声で言ったが、阿九斗は聞いていなかった。

「そうだ、これならごまかせるじゃないか……！」




「は、裸で同じベッドに入る……まではしなくちゃいけないんだな」

　人ひと払ばらいをした部屋で、絢子はベッドに潜り込んで、布ふ団とんをかぶってから服を脱ぬいだ。厚手のネグリジェがベッドの脇にするりと滑すべり落おちる。

　阿九斗は後ろを向いて、絢子に答える。

「そうだよ。そこは仕方ないけど、身体には触ふれないようにするから……。僕も入るよ」

　確かく認にんしてから、阿九斗は絢子の反対側からベッドに入る。

「ちょ、ちょっと足が触ったぞ……。それにめくったときに見なかったろうな……」

「だ、大丈夫。でも、背中を向けているわけだから、見たところでもう見慣れてしまった背中な気もするんだけど……」

「馬鹿っ！　余計なことを言うな！」

　絢子は怒鳴る。

「ご、ごめん……」

　阿九斗は謝あやまりつつ慌てて布団の中で服を脱いだ。

　ベッドは広かったが、それでも脱ぐときに手が絢子の背中に触れる。その触れ方かたが絢子の背中の真ん中を縦に軽くこするようなものになってしまった。

「ぴゃ！」

　絢子が声をあげて反り返った。そして、すぐに背中を丸めてぶるぶると身体を震ふるわせる。

「あ、ごめん、くすぐったかった？」

　阿九斗は詫びる気持ちから反射的に絢子の方に手を伸のばしてしまう。今度は、その手が腰のくびれを撫なでることに。

「ひゃうぅう！」

　ぞくぞくっ、と絢子が身をよじる。

「ご、ごめん、くすぐったいよね……」

「そ、そうじゃ……ない……。いいから動くな……」

　絢子は息も絶え絶えに訴うつたえる。

「いや……ご、ごめん」

　阿九斗はなにがなんだかわからないといった様子で頭を下げた。

　しばらくしてから、震える声で絢子は言う。

「じゃ、じゃあ、やるぞ……」

「うん、わかった……」

　二人は息をのんだ。

　阿九斗は絢子に手を伸ばした。

　絢子がきつく目を閉じ、阿九斗の方に顔を向けた。

　そして……。

「うう……情けない……。こんな行為なのに、いや、こんな行為だからこそ女として大切な何かをなくした気がする……」

「ああ。僕もなんだか妙に情けないんだ……」

　二人は布団から肩から上だけを出し、お互いの髪かみの毛けに手を突っ込んでかき回してから、用意しておいた薔ば薇らのつぼみと薔薇の花弁をいじくった。

「花瓶の花を替えるシーンがあって助かった……」

「花びらはしっかり濡らしたか？」

「一応……」

　阿九斗は薔薇のつぼみを指でつまみ、花弁の間に指を突っ込んだ。

「ああ、それでも何かはしたないものを感じる……」

　絢子は阿九斗の指の動きを見て嘆なげく。

「早く済ませてしまおう。あ、ほら、僕の指を耳に入れるから、あえいで。あえいで」

　阿九斗は絢子の耳に小指を入れる。

「ひゃ……！　うう、嫌だなぁ……。本当にされるよりも屈くつ辱じよく的てきな……うう……うう……」

　どちらかといえば屈くつ辱じよく感による嘆きだが、それもあえぎ声には違いない。

　と、そこで寝室の扉が開いた。

「阿九斗様……お約束の通り……って、何をしてるね……！　ぷっ、あははは！　あははははははははは！」

　乱入してきたケーナが笑い出す。

「あ、そこは笑う所じゃなくて……」

　阿九斗の注意で、ケーナは笑いをかみ殺す。

「そ、そうだったね……。え、まさか、阿九斗様！　そんな不潔な……！」

「ま、待ってくれ、ケーナ！　彼女は……」
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「いいえ、アタシの気持ちを知りながら！　この裏切りをお父様に報しらせます！」

　ケーナは走り去った。

「待って……」

　阿九斗は扉に向かって手を伸ばし、半身を起こす。と、布団がひっぱられてめくれ、絢子の身体が外気にさらされる。

「ば、馬鹿っ！　ふ、布団を……！」

「あっ！　ごめん、つい……」

　慌てて布団をかけた阿九斗の手が絢子の腰に触れる。

「ぴゃあああ！」

《ああ！　もううらやましいぃい！　ああ、阿九斗様がそんなに気安く身体に触れるのでしたら、わたくしも今度は……！》

「というか、放っておくと永遠に背中の性感帯を攻せめ続ける機関の誕生ですね」

　不二子が会話に割って入り、ころねが部屋に入ってくる。

「さぁ、このタオルを身体にかけて服を着てください。次のシーンです」

《この後が、阿九斗様が、どの女性を選ぶのか迷うシーンですわ》

「えーと？　妹、メイド、伯爵令嬢の三人？」

　服を着ながら阿九斗が聞く。

《そうですわ。ただ、メイドには早々に見切りをつけて、彼女と会話するうちに、妹とは血の繋つながりがないことがわかる。そういう話ですわね》

「それでは、貴族以外は部屋から出て行ってください。これより第四幕！」

　ころねはまたも虚こ空くうを指さした。




第四幕




「実は、お二人には血の繋がりはないのです。妹君は零れい落らくした貴族より幼き時に譲ゆずり受うけた子だったのです」

　ころねは棒読みの芝居をする。

「それで惹ひかれあったというわけか。それならば、僕は二人のうちのどちらかを選ばなくてはならない！」

　阿九斗は芝居がかって言った。

　演技には暗い阿九斗だが、それでもこの台詞は重く感じられた。というのも……。

「僕は、ここで誰かを選ばなくちゃいけないのかい？」

　小声でころねに聞いた。

「どういう意味です？　全員とイイことをしたくなりましたか？　今からシーンをやり直しても構いませんよ？　それとも誰も選びたくないという意味ですか？　それですと話が進みませんよ？」

「そういう意味だよ。話を進めたくないんだ」

　阿九斗は言った。

　ころねは首を横に振った。

「選ばなくてはいけませんよ、ご主人様。それが女性に対する責任というものです」

　それが小説の台詞なのは明らかだったが、阿九斗は首を横に振った。

「責任というのはわかっている。でも、僕が妹を選んでも、ストーリーは終わるんじゃないのかい？」

「それは、つまり、ストーリーを改変して、別の終わり方をするということですね？」

「そうだよ。それでも、この仮想異空間は閉じるんじゃないのかい？」

　その質問に、ころねは首を横に振る。

「それはケーナ・ドロンズが満足しないということになるはずです」

「でも、彼かの女じよは満足したら、消えてしまうんだろう？」

「そうです。歪ゆがみですから。それが自然なのです」

　冷れい酷こくにころねは言った。

「彼女は、人間だ」

　阿九斗はやや不ふ機き嫌げんに言う。と、ころねが間かん髪はついれずに答える。

「人造人間なら消えても問題なかったんですが」

「嫌いや味みを言わないでくれよ。君だって消えてしまったら嫌さ」

「そう思うなら、スパンキングでなく抱だいてくださっても良かったのに……」

　いつもなら効果をあげるころねの冗談だったが、今回は阿九斗も反応しなかった。

「そうじゃない。彼女が満足せず、この空間が閉じるなら、それでいいんじゃないかって思ったんだよ」

「それが可能だったとしても、それが彼女のためになると思ったら間違いでしょう」

「え……？」

「彼女はこの仮想異空間に入らずとも、しばらくしたら消えます。その場合、おそらくは何一つ彼女の望むことは起こらずに終わるのです」

「そんな……」

「結局、あなたに出来ることは、その程度のことです。彼女を愛していると言ってあげる。芝居であっても。他ほかの皆みなさんも今回ばかりは許してくれるでしょう」

「どうして皆の許しを得ないといけないのさ……。でも、そのくらいしかないんだな。わかったよ。僕ぼくは、彼女を選ぶよ。ケーナ・ドロンズを」

　阿九斗はうなずいた。




　　　　　○




　そして、戦いとロマンスのラストシーン。

　ケーナを塔とうに幽ゆう閉へいし、さらなる悪事を働く伯爵。しかし阿九斗は華か麗れいな剣さばきで伯爵を追いつめ、これを倒たおす。

　正義を行った阿九斗だが、ケーナにとっての父を殺したことが重荷となる。さらに伯爵の手下は証しよう拠こを隠いん滅めつし、伯爵領を乗っ取るため、阿九斗を執しつ拗ように追いつめる。

　阿九斗が殺されると見えた間かん一いつ髪ぱつ。愛に目覚めたケーナがこれを救う。

「阿九斗様！　剣をその岩の割れ目に押し込んで！　それで塔は崩くずれます！」

「しかし、ケーナ！　それでは君が！」

「いいの！　アタシはあなたが生きてさえいてくれれば！」

　覚かく悟ごを決めるケーナ。

　岩に剣を押し込む阿九斗。

　轟ごう音おんとともに崩れる塔。巻き込まれるケーナ。

　だが、阿九斗は崩れる岩をものともせずにこれを駆かけ上あがり、ケーナを抱いて宙に飛ぶ。

「阿九斗様！」

「ケーナ！」

　ケーナの幸福そうな顔が朝日に輝いた。塔の立っていたがけの上には二人きり。見つめ合う二人を邪じや魔まする者は誰もいない。

「あ……あはは！　あはは……！　ねぇ、楽しかった。とても」

　ケーナは笑う。

「僕もだ。こういう陳ちん腐ぷなお話、僕は好きじゃなかった。でも、少しは考えを改めよう」

　阿九斗は肩かたで息をしながら言った。

「アタシは……アナタだけを見ていた」

　真剣な声でケーナは言った。

　――そうだよな。物語には終わりが来る。

　ケーナの言葉は、小説のものなのか、本心からのものなのか、阿九斗にはわからない。

「僕も、このお話の中では……そういう言い方は失礼かもしれないけど……」

　そう言いかけた阿九斗の口にケーナは指を当てて口を塞ふさぐ。

「アナタの失礼は承知しているね」

「ああ……どうもそうらしい。僕は……」

　阿九斗はまた何か言いかけたが、ケーナは首を横に振った。

「いいの。アタシは、アナタだけのために生まれて、アナタの手の中で消える。それが運命。そうでしょ？」

「運命なんて……」

「いいえ。知ってるね。アタシだけが物語の中の人。アナタたちとは最初から違っていたよ。アナタはすごく短い間だったけど、アタシに望む全部を与あたえてくれたよ」

「そんな、僕は何もしていない！　君といた時間だって、すごく短かった！　お互いを知り合う暇ひまなんてなかったくらいで……」

「いいえ。全部をもらったんだよ。お話の完かん遂すい。それで全部」

「だけど、どうして君だけが消えなくちゃいけない？」

「本物の人間は物語の中に生きて居ちゃいけないね。だけどアタシは物語の中に生きることを許された。そこが違い。消えるんじゃないよ。アタシだけが永遠の幸福の中にいるの。アナタが幸福を与えてくれたから」

「だけど、嫌いやだよ。僕のせいだ。僕が自同律に僕の自由を願ったから……」

「物語はひとときの夢ね。小説の中に生きてはいけないよ」

「だけど、僕だって、きっと……」

「悲しまないで。物語にエンドマークが打たれたら、アタシたちは永遠に幸福なんだよ」

　ケーナは阿九斗の首に腕うでを回した。

　唇と唇が寄った。

　しかし、阿九斗は唇の柔らかい感かん触しよくを受け取ることはできなかった。そのかわりに頬ほおに熱い涙なみだが触れた。ケーナの涙なのか、自分の涙なのかわからなかった。

　手の中には誰もいなくなっていた。

　――あ、ああ……。

　振り返ると、ころねと絢子がいた。

「どこかへ行ってしまったよ」

　阿九斗は言った。




　　　　　○




　気がつくと旧図書館の床ゆかに転がっていた。

　――ん？　……ああ？　何だっけ……？

　阿九斗は身体を起こした。右みぎ隣どなりに絢子、左ひだり隣どなりにころね、頭側に不二子、とそれぞれが気を失って転がっている。

　――そうか、罰ばつで本の整理をしていたら、本が崩れて……。

　そして、腕の中にはけーながいた。阿九斗にまたがるようにのしかかって、邪じや気きのない眠たそうな目で阿九斗を見ている。

「あーちゃん、おはよ」

「おはよ……って、何があったんだっけ？」

　阿九斗はけーなの頭を撫でながら、妙に脳のう裏りにひっかかる何かを思い出そうとしていた。

「何もなかったよ」

　けーなは言った。くりくりした目で阿九斗だけを見つめている。

「うん……君が言うんだから、そうなんだろうけど、ねぇ、どうしてなんだろう？　君のことがとても残ざん酷こくに見えるときがあるんだ」

　阿九斗は言った。







[image: ]







　けーなは何もわからない、というように目をぱちくりとさせる。

「残酷？　そんなことないよ。でも、あーちゃん、浮うわ気きは一回だけだからね」

　そう言ってから、けーなは阿九斗に抱きついた。

「浮気？　なんだ、それ？　していないし。そもそも付き合ってないだろ、僕ら……」

　阿九斗はけーなに押し倒されるように後ろに転がった。

　その音で絢子たちが起きだしてくる。

「ん……なにかひどい悪夢を見ていたような……。って、貴様ら、何をしている！」

「あーっ！　心配になって来てみれば、やっぱり阿九斗様、またその女とくっついて！」

「誰ですか？　人造人間の気を失わせるという器用な真ま似ねをしたのは……」

「あー、みんな起きてきた！　ねぇ、すごいよ、本が崩れたんだよ、どぉーって！」

　けーなは両手を大きく拡ひろげて言った。




　　　　　○




　それからしばらく、阿九斗は脳にひっかかるものを感じながら日々を過ごした。

　その違い和わ感かんはやがて消え去ってしまったが、阿九斗はそれまでと違う習慣を身につけていた。紙の本を手に取るようになり、少しだが物語も読むようになったのである。

　そして、紙の本をめくるたび、どういうわけか、胸が締め付けられる想おもいがすることに気づいた。ハッピーエンドの物語を読むほどにそう感じるのだ。

「僕は何を読もうとしているんだろう？」

　誰に問うでもなくつぶやくと、風がページをめくってそれに答えたような気がした。







４　人形遊びの午後







　自律しない人造人間、すなわち人形に囲まれた部屋の中に、その少女はいた。

　年ねん齢れいはまだ十歳さいほどか。しかし、その部屋の異様さは彼女の年齢には明らかにそぐわないものだった。何十ものマナスクリーン。人形以外に部屋にあるのはそれだけ。

　あまりに潤うるおいのない部屋だ。

「乾かん燥そうってのは、物語を突き詰つめた後の文学を読んだ際の唯ゆい一いつの感想なわけよ。なんつってね」

　少女はマナスクリーンに向かって言った。そのスクリーンには人形が映っている。部屋の形状や机の配置、そしてスクリーンに映り込む別の男たちの姿からすると、人形が会議に参加しているようだ。

　そして、隣となりのスクリーンに映っている映像は、明らかにその人形の視線である。

　彼女の正体こそ、コードネーム『２Ｖツー・ブイ』。望ぼう一いち郎ろうの配下として内閣魔術情報調査室に所属し、現在ではその指揮権を得るに到いたっている人物である。何十体もの人形を同時に操あやつる戦略とスパイ活動の専門家。調査室のエキスパートＣＩＭＯ８のメンバーですら、彼女の素す顔がおを見たことはない。

《文学の話はいい。それが会議に何の関係があるというんだね？》

　会議参加者の一人が苛いら立だった声をあげた。

「いや、失敬。怒らない、怒らない。関係は大あり。仮想異空間の画期的な使い方を目もく撃げきしたもので」

　２Ｖは、さらに別のスクリーンを持ってくる。そこには、『コンスタン魔術学院』の旧図書館の映像が映し出されている。生徒の何者かが人形であるのだ。

《仮想異空間？　転送の際に通過する空間で、神々のデバイスには防ぼう御ぎよ装置として組み込まれているが……》

「仮想異空間は、中には基本的には何もない。外から持ち込んだものを自由に配置することはできますが。故ゆえに、仮想異空間で人を殺すとか、そこに誘さそい込んで戦争をするとかは、防御システムとして以外は基本的には効率の悪い行為です」

　年齢に似合わぬ言葉を２Ｖは操る。いや、外見通りの年齢ではないのかもしれない。

《それが？》

「どうやら、魔ま王おうの波長……いや、自同律と魔王の共きよう振しんする波長によって、仮想異空間に影えい響きようを与えることが可能らしいんです。えー、つまり、自同律を拉ら致ちってくれば、映像とか、物語とか、そういう概がい念ねんを仮想異空間に持ち込むことができるってことです」

《いや……簡単には理解できないのだが……》

「ま、難しい理り屈くつは今度にしましょう。簡単に言いますと、映画の中に入るとか、ゲームの中に入るとか、そんな感じですわ」

《それで、文学、と……？　いや、だが、我々は作戦の話を……》

「はっはぁ！　簡単に言ったはずですが？　我々がルールを決めることができるフィールドが出来るんですよ？　そこに入り込んだ魔王は……人間ってことです」

　２Ｖの、正確には２Ｖの人形の言葉で会議室が沸わく。

《そうか……！　それで殺せるってことか……》

《次の神の犠ぎ牲せいに怯おびえずに済む！》

《治安も回復するぞ。これで魔王崇すう拝はい者しやの勢力の拡大を抑おさえることができる》

「そういうことです。作戦の素案を作らせていただきたい」

　２Ｖは一週間後の作戦の提出を約束し、人形を会議室から下がらせた。

「さて……。自同律を拉致するのは簡単じゃないけど……こっちから行くって手もあるからね。なんにせよ、ラバーズの持ち帰った紗さ伊い阿あ九く斗との細さい胞ぼうは役に立ってくれそうだ」

　２Ｖは飾かざりのない白いシャツのそでをまくって、灰色のスラックスの足を組み、マナスクリーンに向かった。







あとがき







　毎まい度どありがとうございます。水みず城き正しよう太た郎ろうです。




　六ろく巻かん目めをお送りします。中休み的なお話です。しかしながら、コメディと考えれば、むしろこれが本道でして、こんなことばかり繰くり返すのが本作を書き出した当とう初しよの基き本ほんだったような気がします。

　とはいえ、中休みとはいいつつ、テーマとしては妙みように重じゆう要ようなものになったような気もします。気ままに書いているとこういうこともあるもので、気き楽らくに書くというのも大事なのだと今いま更さら思います。いつも適てき当とうに書いているって？　それは言わない約やく束そく。

　あ、もう六巻とはいえ、これだけ読んでも大だい丈じよう夫ぶな作りになっております。なぜだか手に取ってしまった人は是ぜ非ひに。




　続つづいて他メディアでの展てん開かいのご紹しよう介かい。

　ＣＤドラマ、株かぶ式しき会がい社しやビートニクス様より二〇〇九年二月二十五日に発売しております。続ぞく編へんもリリースされるかもしれませんので、是ぜ非ひに。

　そして、伊い藤とうさんのコミック版ばん、秋田書店様より単たん行こう本ぼん第一巻が発売中です。本書の隣となりに置おいてある書店もあるかと。同時に買ってくださいませ。




　そして謝しや辞じを。

　イラストの伊藤宗そう一いちさん。今回、様さま々ざまに趣しゆ味みに走ったシーンが多く、それが想そう像ぞうを超こえる形でイラスト化されていたので、ニヤニヤしております。あ、お引っ越しおめでとうございます。今度、伺うかがいます。

　担たん当とうのＯ橋さん。常じよう時じ遅おくれる書き手として安定してきたような気もしますが、スピードアップを心がけて生きていくことにしておりますので、次回もまたよろしくお願いいたします。

　そしてドラマＣＤをはじめ関係者の皆みな様さまにも感かん謝しやを。本当にお世せ話わになっております。




　さて、次回は七巻。新しん展てん開かいですよ。な、わけで、まだまだ楽しめそうですぜ！
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

水城正太郎先生／伊藤宗一先生
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